
仮設覆工板工図（その２１）

図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２１）
A2橋台　下り線一次特殊覆工桁詳細図
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仮設覆工板工図（その２２）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２２）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板構造図（その１）

S=1/20

2250

鋼製型枠

平面図 右側面図

断面図

A A

A-A

t=3.2mm

ESCONを充填

587.5

115

7
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5
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8

2-桁固定用インサート
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4-桁固定用インサート

M16
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm

587.5 1075 587.5

2250

450 450 450 450 450

115
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461
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100

100

2
0

461

種別 規格

プレキャスト版

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3 1.0 超高強度合成繊維補強コンクリート

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

5.707

(1枚当り)

115

168

鋼板(鋼製型枠) t=3.2mm、メッキなし m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

個 4

個 4

個 2

鉄筋

床版重量：2.45t

頭付きスタッドジベル φ19×70mm 個 8

461

100

736

M16,L=50 個 2浮き上がり防止用インサート

4-吊り用インサート

M16

2-浮き上がり防止用インサート 

M16

736

1
0
0

SM400A
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仮設覆工板工図（その２３）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２３）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板構造図（その２）

S=1/20

2250

鋼製型枠

2250

平面図 右側面図

断面図

A A

A-A

t=3.2mm

ESCONを充填

587.5

115

4
7
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5
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4
7
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2-桁固定用インサート

M30

280280

左側面図
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm
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4-桁固定用インサート

M16

種別 規格

プレキャスト版

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3 0.7 超高強度合成繊維補強コンクリート

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

4.330

(1枚当り)

80

115

鋼板(鋼製型枠) t=3.2mm、メッキなし m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

個 4

個 4

個 2

鉄筋

床版重量：1.72t

頭付きスタッドジベル φ19×70mm 個 8

461

100

736

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

4-吊り用インサート

M16

2-浮き上がり防止用インサート 

M16

736

1
0
0

SM400A
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仮設覆工板工図（その２４）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２４）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板構造図（その３）

S=1/20

2250

鋼製型枠

平面図 右側面図

断面図

A A

A-A

t=3.2mm

ESCONを充填

587.5

115

3
9
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5

2-桁固定用インサート

M30

280280

左側面図
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm

587.5 1075 587.5

2250
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115

9
3

461

2
0

100

100

2
0

461

4-桁固定用インサート

M16

種別 規格

プレキャスト版

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3 0.6 超高強度合成繊維補強コンクリート

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

3.894

(1枚当り)

69

100

鋼板(鋼製型枠) t=3.2mm、メッキなし m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

個 4

個 4

個 2

鉄筋

床版重量：1.47t

頭付きスタッドジベル φ19×70mm 個 8

461

100

736

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

4-吊り用インサート

M16

2-浮き上がり防止用インサート 

M16

736

1
0
0

SM400A
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仮設覆工板工図（その２５）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２５）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板構造図（その４）

S=1/20

2250

鋼製型枠

平面図 右側面図

断面図

A A

A-A

t=3.2mm

ESCONを充填

587.5

115

6
3
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1
5
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6
3
3

2-桁固定用インサート

M30

280280

左側面図

587.51075
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm

587.5 1075 587.5

2250

450 450 450 450 450

115

9
3

461

2
0

100

100

2
0

461

4-桁固定用インサート

M16

種別 規格

プレキャスト版

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3 0.9 超高強度合成繊維補強コンクリート

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

5.229

(1枚当り)

105

152

鋼板(鋼製型枠) t=3.2mm、メッキなし m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

個 4

個 4

個 2

鉄筋

床版重量：2.21t

頭付きスタッドジベル φ19×70mm 個 8

461

100

736

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

4-吊り用インサート

M16

2-浮き上がり防止用インサート 

M16

736

1
0
0

SM400A
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仮設覆工板工図（その２６）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２６）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板配筋図（その１）

S=1/20

2244

7-D25×2250

2190

6-D25×2190

2244

7-D19×2250

2190

6-D19×2190

1579

15-D19×1580

1525

10-D19×1530

1539

3-D19×1540

625

4-D19×630

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 115 kg

D19 168 kg

合計 283 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 2250 7 3.98 8.96 63

S1-2 2190 6 8.72 52D25

S2-1 5.06 35D19 2.25

S2-2 4.93 30D19 2.25

S3-1 1580 15 53D19 2.25

S3-2 10 34D19 2.25

S3-3 3 10D19 2.25

S3-4 630 4 1.42 6D19 2.25

3.98

2250

2190

7

6

S3-4

S3-3

S3-2

S3-1

S2-2

S2-1

S1-2

S1-1

1530

1540

3.56

3.44

3.47

平面図 右側面図

2250 280

65 150 8512@150=1800 150

8
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8
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3
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.
5

1
9
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.
5
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断面図

A-A

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その２７）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２７）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板配筋図（その２）

S=1/20

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 80 kg

D19 115 kg

合計 195 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 2250 5 3.98 8.96 45

S1-2 2190 4 8.72 35D25

S2-1 5.06 25D19 2.25

S2-2 4.93 20D19 2.25

S3-1 1090 15 37D19 2.25

S3-2 1040 10 23D19 2.25

S3-3 1050 3 7D19 2.25

S3-4 380 4 0.855 3D19 2.25

3.98

2250

2190

5

4

2244

S1-1

2190

S1-2

2244

S2-1

2190

S2-2

1089

S3-1

1035

S3-2

1049

S3-3

380

S3-4

4-D25×2190

5-D25×2250

5-D19×2250

4-D19×2190

15-D19×1090

10-D19×1040

3-D19×1050

4-D19×380

2.34

2.45

2.36

3
9.
5

1
9
8

4
2
.
5

2
8
0

2250

65 150 8512@150=1800 150

280

8
0

1
0
9
5

1
0
0

1
1
7
.
5

4
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1
25
=
5
0
0

1
1
7
.
5

1
0
0

8
0

平面図

断面図

A-A

A A

右側面図

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その２８）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２８）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板配筋図（その３）

S=1/20

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 69 kg

D19 100 kg

合計 169 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 2250 4 3.98

S1-2 2190 2D25

S1-3 2050 2D25

S2-1 4D19 2.25

S2-2 2D19 2.25

S2-3 2D19 2.25

S3-1 940 15D19 2.25

S3-2 880 10D19 2.25

S3-3 900 3D19 2.25

S3-4 310 4D19 2.25

3.98

3.98

2250

2190

36

17

16

20

10

9

32

20

6

3

2050

8.96

8.72

8.16

5.06

4.93

4.61

2.12

1.98

2.03

0.698

2244

S1-1

2190

S1-2

2050

S1-3

2244

S2-1

2190

S2-2

S2-3

2050

934

S3-1

880

S3-2

894

S3-3

303

S3-4

2-D25×2050

4-D19×2250

2-D19×2190

2-D19×2050

15-D19×940

10-D19×880

3-D19×900

4-D19×310

4-D25×2250

2-D25×2190

2802250

65 150 8512@150=1800 150
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1
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1
25
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3
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1
9
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4
2
.5

2
8
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平面図

断面図

A-A

A A

右側面図

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S1-3 D25(下段) S2-3 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その２９）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その２９）
A2橋台　一次覆工用特殊覆工板配筋図（その４）

S=1/20

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 105 kg

D19 152 kg

合計 257 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 2250 6 3.98

S1-2 2190 4D25

S1-3 2050 2D25

S2-1 D19 2.25

S2-2 D19 2.25

S2-3 2D19 2.25

S3-1 1410 15D19 2.25

S3-2 1360 10D19 2.25

S3-3 1370 3D19 2.25

S3-4 550 4D19 2.25

3.98

3.98

2250

2190

8.96

8.72

5.06

4.93

3.17

3.06

3.08

1.24

8.16

4.61

54

35

16

30

20

9

48

31

9

5

2050

6

4

2244

S1-1

2190

S1-2

2244

S2-1

2190

S2-2

2050

S1-3

S2-3

2050

1409

S3-1

1355

S3-2

1369

S3-3

541

S3-4

6-D25×2250

4-D25×2190

2-D25×2050

6-D19×2250

4-D19×2190

2-D19×2050

15-D19×1410

10-D19×1360

3-D19×1370

4-D19×550

右側面図

A A

2250 280

65 150 8512@150=1800 150
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平面図

断面図

A-A

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S1-3 D25(下段) S2-3 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その３０）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３０）
A1橋台　二次覆工一般図

S=1/200

平 面 図

正 面 図 （A - A）

正 面 図 （B - B）

1
2
8
0

1
2
3
5

1
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1
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3
8
3
0

700 14728（エレメント長） 6145 14728（エレメント長） 700

700 14728（エレメント長） 6145 14728（エレメント長） 700

1
0
1
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鋼製パラペット ＲＣパラペット 鋼製パラペット

500 50014228
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下り線 上り線

至 東京

下り線 上り線

30002500 14500

700 1800 3500 3500 17503500 750

7503500 3500 3500750 1750 350035003500 750750 1750750750

30002500 14500 250014500

700 1800 1800 700

750 750

250014500

7001800350035001750 3500750 750750

下り線 上り線

7503500 3500 3500750 2500 350035003500 7502500750

30001000 14500 100014500

至 青森

１．覆工板下面には浮き上がり防止ワイヤーを設置する。

DL=25.000

2.00% 2.00%

路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線

▽27.150

▽23.320

鋼製エレメント

（JES工法）

▽25.637

▽24.627

鋼製エレメント

（JES工法）

既設ウィング既設ウィング

▽24.520

既設ウィング既設ウィング

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線

路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線 路肩第一走行車線第二走行車線追越車線

仮設伸縮装置

鋼製エレメント

（JES工法）

伸縮装置基礎B

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線

二次特殊覆工板二次特殊覆工板

二次特殊覆工桁

二次特殊覆工板

二次特殊覆工桁

A

B

注）

伸縮装置基礎B伸縮装置基礎B

A

B

二次特殊覆工板

二次特殊覆工桁

二次特殊覆工板

鋼製エレメント

（JES工法）
二次特殊覆工板

二次特殊覆工桁

仮設伸縮装置伸縮装置基礎B

DL=25.000

2.00% 2.00%

1000 1000

1150

鋼製パラペット部

断 面 図 S=1/50

2
8
0

5
0

L1 L1' L2 L3

807～524867～584652～3691002～719
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700 20002650
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2300

L
1

至 東京 至 青森

固定側固定側可動側

▽27.150

▽23.320

▽25.637

▽24.627

鋼製エレメント

（JES工法）

▽24.520

既設床版

二次特殊覆工桁

仮設伸縮装置 二次特殊覆工板

move

A

A

B

B

伸縮装置基礎B
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1
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02
8
0

4
4
4 4
0

3
0
0

4
4
0 9
0

230    120

1300250

12658

3
0
5

アスファルト舗装版取壊し
(ＴｙｐｅＢ)(夜)
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仮設覆工板工図（その３１）

図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３１）
A1橋台　上り線二次覆工構造図

S=1/100

正 面 図
A - A

2.00%

第一走行車線第二走行車線追越車線 路肩

▽27.150

1
2
3
5

伸縮装置基礎Bの寸法

二次特殊覆工板の寸法

53636　　　

3
8
3
0

1
2
8
0

1326

5
2
4

浮き上がり防止

5
7
4

5
0
 　

8
0
7

5
0

8
5
7

10

1425

3500

3642 1095

750

950

3500

10

145003000

3500

伸縮装置基礎B

二次特殊覆工板

1585

750

3x1105=3315　　1600

サイドストッパー

950 1595

1750

1595

10 1095 940 1010 10 10940 1415 14151585 7001321101095

1425 1298

1585 10

750

平 面 図

二次特殊覆工板の寸法

第一走行車線第二走行車線追越車線

（JES工法）

既設桁の寸法

A A

B B

至 青森

至 東京

路肩

伸縮装置基礎Bの寸法

3
5
0

浮き上がり防止

5

1
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3
3
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3
0
0

3
0
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1
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4x3300=13200

1415940 1010 14151585940 1010

800 700

10 158510 1010951095
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1326101585 10 1095

既設ウィング

14228

鋼製パラペット

鋼製エレメント

2
0
0
0

6145

2
3
0
0

ＲＣパラペット

伸縮装置基礎B

14728（エレメント長） 700

7
0
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2
2
0
0

高さ調整板

仮設伸縮装置

二次特殊覆工板

サイドストッパー

二次特殊覆工桁

1
0
0
 　

500

1425

3500

1930

700

3000

750 3500

5
0
0

950

2500

1800

3636

14500

3x1105=3315　　1600
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1
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1425950 15951595 1298

1750 7503500

鋼製パラペット部

断 面 図

至 東京 至 青森

▽27.150

▽23.320

▽25.637

▽24.627

（JES工法）

▽24.520

move

A

A

B

B

固定側固定側可動側

"a"部

L1 L1' L2 L3
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2.00%

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線

二次特殊覆工板の寸法

既設桁の寸法

正 面 図
B - B

▽27.150
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3
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4x3300=132001930
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二次特殊覆工桁

3636　　　 1326

二次特殊覆工板

軸

橋

橋軸直角

橋軸

M16

ゴム支承

ナジミ層

SS400(2.3mm)

ク ロ ロ プ レ ン

Σte=6mm×2層
接着層 t=1mm

PTFE t=1mm

2-18.5キリ

M16

ボルト部詳細
M16

SS400(2.3mm)

クロロプレン

Σte=6mm×2層

接着層 t=1mm

PTFE t=1mm

ナジミ層

SS400(9mm)

M16

SS400(9mm)

φ30座グリ深20

橋軸直角

橋軸

M30

M30

ゴム支承

軸

橋

ナジミ層 SS400(2.3mm)

ク ロ ロ プ レ ン

Σte=6mm×2層

※スプリングワッシャーとする

可動側 固定側
支承詳細図 S=1/20

2-B.N M16x50(4.6) 2-B.N M30(1WS付)x195(4.6)

φ32.5
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調整プレート詳細図 S=1/40

可動側 固定側
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浮き上がり防止詳細図
S=1/40

1-PL 200x14x200(SS400)

正面図 断面図

1-PL 150x14x 90(SS400)
2-B.N M16x40(4.6)

2-PL 162x14x180(SS400)
1-PL 167x14x116(SS400)

2-B.N M16x40(4.6)
1-PL 215x14x190(SS400)

1-F10型タイブル-520

2-座金 M16

2-座金 M16

1-B.N M22x50(4.6)

(SWPR7BL φ9.5)
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167

φ32棒鋼

機械式継手

二次特殊覆工板 

サイドストッパー詳細図 S=1/20

断面図

平面図
φ32棒鋼

1-棒鋼 D32x460（SD345）
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二次特殊覆工板 

断面図
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事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３２）
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設計会社名

施工会社名
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東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３３）
A1橋台　下り線二次覆工構造図
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図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３４）
A1橋台　下り線二次特殊覆工桁詳細図
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仮設覆工板工図（その３５）
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事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名
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東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３５）
A1橋台　二次覆工用特殊覆工板構造図（その１）
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種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×1.585m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,1585×460mm m2

t=15mm、メッキなし,1585×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 20

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

1.4

7.125

151

248

0.729

0.436

床版重量：3.43t

1634

1
0
0

1634

M16,L=50 個 2浮き上がり防止用インサート

2-浮き上がり防止用インサート
M16

715410

205 205

1
1
5

6
0

1585

1175205205

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 10.639 155mm×2

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A
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仮設覆工板工図（その３６）
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事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名
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東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体
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3239.2

t=3.2mm

4-吊り用インサート

ESCONを充填

8-頭付きスタッドジベル

φ19×70mm

3239.2

460

15

809.8

105

1
3
0

1
0
0

2
0

250

1
3
0

1
0
0

2-桁固定用インサート
M30

4-桁固定用インサート
M16

300.5

280 2020 280

180

左側面図

伸縮装置

LL-150
M16

809.81619.6

2
5

644.6 600 750 600 644.6

2
5
0

5
9
5

2
5
0

8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm

A

300 300

4
7
2
.
5

1
5
0

4
7
2
.
5

80 80 150 150

809.8 1619.6 959.8

3389.2300.5

644.6 600 750 600 147.2

100

100

1
0
9
5

105

250

2
0

1
0
0

種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×1.095m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,1095×460mm m2

t=15mm、メッキなし,1095×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 16

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

1.0

5.487

125

182

0.504

0.301

床版重量：2.45t

250

100

1634

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

1634

1
0
0

1585

11752052052-浮き上がり防止用インサート
M16

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。

715410

205 205

1
1
5

6
0

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 7.738 155mm×2

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A
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仮設覆工板工図（その３７）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３７）
A1橋台　二次覆工用特殊覆工板構造図（その３）

S=1/20

100

100

3389.2

鋼製型枠

2
0

2741.8 187.4 310

平面図 右側面図

断面図

A

A-A

3
0
0

2929.2 460

3239.2

t=3.2mm

4-吊り用インサート

ESCONを充填

8-頭付きスタッドジベル

φ19×70mm

3239.2

460

15

250

809.8

105

1
3
0

1
0
0

2
0

250

1
3
0

1
0
0

2-桁固定用インサート
M30

4-桁固定用インサート
M16

300.5
280 2020 280

180

左側面図

伸縮装置

LL-150
M16

809.81619.6

2
5

644.6 600

2
0

750 600 644.6

2
5
0

4
4
0

2
5
0

8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm

A

300 300

3
9
5

1
5
0

3
9
5

80 80 150 150

809.8 1619.6 959.8

3389.2300.5

644.6 600 750 600 147.2

9
4
0

105

1
0
0

種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×0.940m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,940×460mm m2

t=15mm、メッキなし,940×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 16

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

0.9

4.969

99

150

0.432

0.259

床版重量：2.21t

250

100

1634

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

1634

1
0
0

1585

11752052052-浮き上がり防止用インサート
M16

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。

715410

205 205

1
1
5

6
0

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 4.836 155mm×2

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A

 130     235



仮設覆工板工図（その３８）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３８）
A1橋台　二次覆工用特殊覆工板構造図（その４）

S=1/20

3389.2

鋼製型枠

2
0

2741.8 187.4 310

平面図
右側面図

断面図

A

A-A

3
0
0

2929.2 460

3239.2

100

t=3.2mm

4-吊り用インサート

ESCONを充填

12-頭付きスタッドジベル

φ19×70mm

3239.2

460

15

250

1
4
1
5

1
0
0

809.8

105

1
3
0

1
0
0

2
0

250

1
3
0

1
0
0

2-桁固定用インサート
M30

4-桁固定用インサート
M16

300.5

280 20

左側面図

伸縮装置

LL-150

M16

809.81619.6

2
5

644.6 600

2
0

750 600 644.6

3
7
5

6
6
5

3
7
5

8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm

A

300

100

6
3
2
.
5

1
5
0

6
3
2
.
5

80 80 150 150

809.8 1619.6 959.8

3389.2300.5

644.6 600 750 600 147.2

20 280

180

300

105

種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×1.415m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,1415×460mm m2

t=15mm、メッキなし,1415×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 20

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

1.3

6.558

149

229

0.651

0.389

床版重量：3.19t

250

100

1634

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

1634

1
0
0

1585

11752052052-浮き上がり防止用インサート
M16

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。

715410

205 205

1
1
5

6
0

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 8.221 155mm×2

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A
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仮設覆工板工図（その３９）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その３９）
A1橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その１）

S=1/30

1579

24-D19×1580

1525

18-D19×1530

1539

2-D19×1540

625

4-D19×630

3221

S1-1 6-D25×3230

3167

4-D25×3170

3393

1-D19×3400

3360

2-D19×3360

3262

2-D19×3270

3167

4-D19×3170

3231

1-D19×3240

3048

2-D19×3050

3048

2-D25×3050

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 151 kg

D19 248 kg

合計 399 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 6 3.98

S1-2 3170 4D25

S1-3 3050 2D25

S2-1 1D19 2.25

S2-2 2D19 2.25

S2-3 2D19 2.25

S3-1 24D19 2.25

S3-2 18D19 2.25

S3-3 2D19 2.25

S3-4 4D19 2.25

3.98

3.98

3400

3360

12.6

7.65

7.56

3.56

3.44

3.47

1.42

12.1

7.36

77

50

24

8

15

15

85

62

7

6

3270

S2-4

S2-5

D19

D19

3230

3240

3170

S2-6 D19 3050

1

2

4

2.25

2.25

2.25

7.29

7.13

6.86

7

29

14

1580

1530

1540

630

12.9

S1-2

S1-3

S2-1

S2-2

S2-3

S2-4

S2-5

S2-6

S3-1

S3-2

S3-3

S3-4

3389.2 300

15059.6 105 105 18@150=2700 80 100 89.6

AA

8
0

1
5
8
5

8
0

2
@
1
2
5
=
2
50

1
5
0

5
@
1
2
5
=
6
2
5

1
5
0

2
@
1
2
5
=
2
5
0

280 20

平面図 右側面図

3
9
.
5

1
9
8

4
2
.5

2
8
0

断面図
A-A

インサート有の場合の

インサート位置
S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S1-3 D25(下段) S2-3 D19(上段)

S2-4 D19(上段)

S2-5 D19(上段)

S2-6 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その４０）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４０）
A1橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その２）

S=1/30

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 126 kg

D19 182 kg

合計 308 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 4 3.98

S1-2 3170 4D25

S1-3 3050 2D25

S2-1 1D19 2.25

S2-2 D19 2.25

S2-3 D19 2.25

S3-1 24D19 2.25

S3-2 18D19 2.25

S3-3 2D19 2.25

S3-4 4D19 2.25

3.98

3.98

3400

3360

12.6

7.65

7.56

2.45

2.34

2.36

0.855

12.1

7.36

52

50

24

8

8

73270

S2-4

S2-5

D19

D19

3230

3240

3170

S2-6 D19 3050

1

2

4

2.25

2.25

2.25

7.29

7.13

6.86

7

29

14

1090

1040

1050

380

1

1

59

42

5

3

12.9

3221

S1-1 4-D25×3230

3167

S1-2 4-D25×3170

3393

S2-1 1-D19×3400

3360

S2-2 1-D19×3360

3262

S2-3 1-D19×3270

3167

S2-5 4-D19×3170

3231

S2-4 1-D19×3240

3048

S1-3 2-D25×3050

3048

S2-6 2-D19×3050

1089

S3-1 24-D19×1090

1035

S3-2 18-D19×1040

1049

S3-3 2-D19×1050

380

S3-4 4-D19×380

平面図 右側面図

3
9.
5

1
9
8

4
2
.
5

2
8
0

AA

3389.2 300

15059.6105 105 18@150=2700 80 100 89.6 280 20

1
0
9
5

8
0

1
2
5

8
0

7
5

3
@
1
2
5
=
3
75

7
5

8
0

1
25

8
0

断面図
A-A

インサート有の場合の

インサート位置
S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S1-3 D25(下段) S2-3 D19(上段)

S2-4 D19(上段)

S2-5 D19(上段)

S2-6 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その４１）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４１）
A1橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その３）

S=1/30

934

24-D19×940

880

18-D19×880

894

2-D19×900

303

4-D19×310

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 99 kg

D19 151 kg

合計 250 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 3.98

S1-2 3170D25

S1-3 3050 2D25

S2-1 1D19 2.25

S2-2 D19 2.25

S2-3 D19 2.25

S3-1 24D19 2.25

S3-2 18D19 2.25

S3-3 2D19 2.25

S3-4 4D19 2.25

3.98

3.98

3420

3170

12.9

12.6

7.70

7.13

2.11

1.98

2.03

0.698

12.1

7.27

26

25

24

8

3230

S2-4

S2-5

D19

D19

3230

2970

3170

S2-6 D19 3050

1

2

2

2.25

2.25

2.25

6.68

7.13

6.86

14

14

940

880

900

310

1

1

51

36

4

3

S1-4 2970 2D25 3.98 11.8 24

2

2

7

7

7

3221

S1-1 2-D25×3230

3167

2-D25×3170

3168

1-D19×3420

3413

1-D19×3170

3225

1-D19×3230

3167

2-D19×3170

2970

1-D19×2970

3048

2-D25×3050

3048

2-D19×3050

2967

2-D25×2970

S1-2

S1-3

S1-4

S2-1

S2-2

S2-3

S2-4

S2-5

S2-6

S3-1

S3-2

S3-3

S3-4

平面図 右側面図
3
9
.
5

1
9
8

4
2
.
5

2
8
0

300

280 20

AA

9
4
0

8
0

8
7
.
5

8
0

1
2
5

1
1
5

1
2
5

8
7
.
5

1
2
5

1
15

断面図
A-A

3389.2

15059.6105 105 18@150=2700 80 10089.6

インサート有の場合の

インサート位置

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段) S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)S1-3 D25(下段)

S2-3 D19(上段)

S2-4 D19(上段)

S2-5 D19(上段)

S2-6 D19(上段)S1-4 D25(下段)

S3-1 D19(上段・下段)
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S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その４２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４２）
A1橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その４）

S=1/30
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記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 150 kg

D19 229 kg
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鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)
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インサート有の場合の

インサート位置

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段) S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)S1-3 D25(下段)

S2-3 D19(上段)
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S2-6 D19(上段)
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S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)

 135     235



▽27.359

▽23.529

▽25.846

▽24.836 ▽24.729

1
2
8
0

1
2
3
5

1
3
1
5

3
8
3
0

1700500

2200100

1
0
1
0

1
1
5

1
2
0
0

鋼製エレメント

（JES工法）

至 青森至 東京

move

鋼製パラペット部

断 面 図 S=1/100

A

A

B

B

可動側固定側

1150

2
8
0

5
0

7002000 2650

350301 　33891300

1
9
5

L
2

 650

2929460

10

L
1
'

3
5
0

350

5
0

L
1

既設床版

二次特殊覆工桁

仮設伸縮装置二次特殊覆工板

伸縮装置基礎B

L
3

1
1
02
8
0

4
4
4 4
0

3
0
0

4
4
0 9
0

 230120　　

1300 250

L1 L1' L2 L3

807～524867～584652～3691002～719

二次特殊覆工板

DL=25.000

2.00% 2.00%

▽27.359

1
2
8
0

1
2
3
5

1
3
1
5

3
8
3
0

700 14728（エレメント長） 6145 14728（エレメント長） 700

▽23.529

700 14727（エレメント長） 6145 14728（エレメント長） 700

鋼製パラペット ＲＣパラペット 鋼製パラペット

既設ウィング既設ウィング

500 14228 50014228

鋼製パラペット ＲＣパラペット 鋼製パラペット

1
2
0
01
1
5

既設ウィング既設ウィング

▽24.7291
0
1
0

▽25.846

▽24.836

5
1
4
0

7
0
0

2
0
0
0

30002500 14500

700 1800 3500 750 1750750 750

路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線

鋼製エレメント

（JES工法）

鋼製エレメント

（JES工法）

第一走行車線 第二走行車線 追越車線 路肩第一走行車線第二走行車線追越車線

7503500 3500 3500750 1750 350035003500 750750 1750750750

30002500 14500 250014500

700 1800 1800 700

3500 3500

250014500

700180035007501750 750750

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線

35003500

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線

下り線 上り線
正 面 図 （A - A）

下り線 上り線

平 面 図
至 青森

至 東京

正 面 図 （B - B）
下り線 上り線

B B

A A

注）１．覆工板下面には浮き上がり防止ワイヤーを設置する。

5
2
4

5
8
4

5
0
　

 
　

5
2
4

5
8
4

5
0
 
　

　2
8
0

5
0

二次特殊覆工板

伸縮装置基礎B伸縮装置基礎B

3
0
0
　

　

9
0

4
4
0

　
4
4
4 4

0  
 
 
3
0
0

9
0

4
4
0

4
4
4
　

　
4
0

二次特殊覆工桁

二次特殊覆工板

二次特殊覆工桁

二次特殊覆工板

5
0
0
1
1
5
0
1
0
0
0

3
5
0

3
0
1

3
3
8
9

1
0
 
　 7
0
0

2
2
0
0

1
0
0
 
　

2
0
0
0

2
3
0
0

5
0
0

1
7
0
0

1
3
0
0

2
6
5
0

仮設伸縮装置

鋼製エレメント

（JES工法）

伸縮装置基礎B

二次特殊覆工板

二次特殊覆工桁

鋼製エレメント

（JES工法）

二次特殊覆工板

二次特殊覆工桁

仮設伸縮装置伸縮装置基礎B

8
6
7

8
0
7

8
6
7

8
0
7

5
0
 
　

　

5
0
 
　

　

DL=25.000

2.00% 2.00%

7503500 3500 3500750 2500 350035003500 7502500750

30001000 14500 100014500

1000 1000

仮設覆工板工図（その４３）

図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４３）
A2橋台　二次覆工一般図
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二次特殊覆工桁
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仮設覆工板工図（その４４）

図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４４）
A2橋台　上り線二次覆工構造図

S=1/100  137     235
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図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４５）
A2橋台　上り線二次特殊覆工桁詳細図

S=1/60  138     235
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仮設覆工板工図（その４６）

図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４６） S=1/100

A2橋台　下り線二次覆工構造図
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1-PL 175x40x200 (SM400A)

4-HTB M22x120 (F10T)

φ24.5孔

仮設覆工板工図（その４７）

図　示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４７）
A2橋台　下り線二次特殊覆工桁詳細図
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仮設覆工板工図（その４８）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４８）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板構造図（その１）

S=1/20
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鋼製型枠

2
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平面図 右側面図

断面図
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t=3.2mm
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）
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1
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11752052052-浮き上がり防止用インサート
M16

715410

205 205

1
1
5

6
0

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×1.585m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,1585×460mm m2

t=15mm、メッキなし,1585×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 20

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

1.4

7.125

151

248

0.729

0.436

床版重量：3.43t

M16,L=50 個 2浮き上がり防止用インサート

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 10.639 155mm×2

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A
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仮設覆工板工図（その４９）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その４９）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板構造図（その２）

S=1/20

3389.2

鋼製型枠

2
0

2741.8 187.4 310

平面図 右側面図

断面図

A

A-A

3
0
0

2929.2 460

3239.2

t=3.2mm

4-吊り用インサート

ESCONを充填

8-頭付きスタッドジベル

φ19×70mm

3239.2

460

15

809.8

105
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0
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1
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1
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0

2-桁固定用インサート

M30

4-桁固定用インサート
M16

300.5

280 2020 280

180

左側面図

伸縮装置

LL-150
M16

809.81619.6

2
5

644.6 600 750 600 644.6

2
5
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5
9
5
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5
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm

A

300 300

4
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2
.
5
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5

80 80 150 150

809.8 1619.6 959.8

3389.2300.5

644.6 600 750 600 147.2

100
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1
0
9
5

1
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0

105

2
0

250

250

2
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250

100

1634

1634

1
0
0

1585

11752052052-浮き上がり防止用インサート
M16

715410

205 205

1
1
5

6
0

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×1.095m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,1095×460mm m2

t=15mm、メッキなし,1095×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 16

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

1.0

5.487

125

182

0.504

0.301

床版重量：2.45t

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 7.738 155mm×2

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A
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仮設覆工板工図（その５０）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５０）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板構造図（その３）

S=1/20

3389.2

鋼製型枠

2
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2741.8 187.4 310

平面図 右側面図

断面図
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t=3.2mm

4-吊り用インサート

ESCONを充填

8-頭付きスタッドジベル
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2-桁固定用インサート
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm
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11752052052-浮き上がり防止用インサート
M16

715410

205 205

1
1
5

6
0

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×0.940m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,940×460mm m2

t=15mm、メッキなし,940×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 16

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

0.9

4.969

99

150

0.432

0.259

床版重量：2.21t

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 4.836 155mm×2

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A
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仮設覆工板工図（その５１）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５１）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板構造図（その４）

S=1/20

3389.2

鋼製型枠

2
0

2741.8 187.4 310

平面図 右側面図

断面図

A

A-A

3
0
0

2929.2 460

3239.2

100

t=3.2mm

4-吊り用インサート

ESCONを充填

12-頭付きスタッドジベル

φ19×70mm

3239.2
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2-桁固定用インサート
M30

4-桁固定用インサート
M16

300.5

280 20

左側面図

伸縮装置

LL-150
M16

809.81619.6
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8-頭付きスタッドジベル（底板-コンクリート定着用）

φ19×70mm
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11752052052-浮き上がり防止用インサート
M16

715410

205 205

1
1
5

6
0

※6-遊間ふさぎ鋼板用インサート
M16

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

鋼製伸縮装置定着筋
D16(155mm×2)

種別 規格

プレキャスト版

(3.389m

×1.415m)

材料表

σck=150N/mm2コンクリート

単位 数量 備考

m3

D25 (SD345)

D19 (SD345)

kg

kg

(1枚当り)

鋼板 t=3.2mm、メッキなし m2

t=25mm、メッキなし,1415×460mm m2

t=15mm、メッキなし,1415×275mm m2

吊り用インサート

桁固定用インサート

Yインサート,M16,L=100

Pインサート,M16,L=50

高ナットインサート,M30,L=140

頭付きスタッドジベル φ19×70mm

個 4

個 4

個 2

個 20

鋼製伸縮装置 ハイブリッドジョイント,LL=150 基 1

鉄筋

1.3

6.558

149

229

0.651

0.389

床版重量：3.19t

個 2M16,L=50浮き上がり防止用インサート

遊間ふさぎ鋼板用インサート Yインサート,M16,L=100 個 6 ※

※伸縮装置の割付けにより端部となる覆工板は伸縮装置との遊間ふさぎを行うこと。鋼製伸縮装置定着筋 D16 (SD345) kg 8.221 155mm×2

超高強度合成繊維補強コンクリート

SM400A

SM400A

SM400A
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仮設覆工板工図（その５２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５２）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その１）

S=1/30

1579

24-D19×1580

1525

18-D19×1530

1539

2-D19×1540

625

4-D19×630

3221

S1-1 6-D25×3230

3167

4-D25×3170

3393

1-D19×3400

3360

2-D19×3360

3262

2-D19×3270

3167

4-D19×3170

3231

1-D19×3240

3048

2-D19×3050

3048

2-D25×3050

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 151 kg

D19 248 kg

合計 399 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 6 3.98

S1-2 3170 4D25

S1-3 3050 2D25

S2-1 1D19 2.25

S2-2 2D19 2.25

S2-3 2D19 2.25

S3-1 24D19 2.25

S3-2 18D19 2.25

S3-3 2D19 2.25

S3-4 4D19 2.25

3.98

3.98

3400

3360

12.6

7.65

7.56

3.56

3.44

3.47

1.42

12.1

7.36

77

50

24
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15

15

85
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6
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S2-6 D19 3050
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2
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2.25

2.25

7.29

7.13
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12.9
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S1-3
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S2-2

S2-3

S2-4

S2-5

S2-6

S3-1

S3-2

S3-3

S3-4
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平面図 右側面図
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断面図
A-A

インサート有の場合の

インサート位置
S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S1-3 D25(下段) S2-3 D19(上段)

S2-4 D19(上段)

S2-5 D19(上段)

S2-6 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その５３）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５３）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その２）

S=1/30

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 126 kg

D19 182 kg

合計 308 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 4 3.98

S1-2 3170 4D25

S1-3 3050 2D25

S2-1 1D19 2.25

S2-2 D19 2.25

S2-3 D19 2.25

S3-1 24D19 2.25

S3-2 18D19 2.25

S3-3 2D19 2.25

S3-4 4D19 2.25

3.98

3.98

3400

3360

12.6

7.65

7.56

2.45

2.34

2.36

0.855

12.1

7.36

52

50

24

8

8

73270

S2-4

S2-5

D19

D19

3230

3240

3170

S2-6 D19 3050

1

2

4

2.25

2.25

2.25

7.29

7.13

6.86

7

29

14

1090

1040

1050

380

1

1

59

42

5

3

12.9

3221

S1-1 4-D25×3230

3167

S1-2 4-D25×3170

3393

S2-1 1-D19×3400

3360

S2-2 1-D19×3360

3262

S2-3 1-D19×3270

3167

S2-5 4-D19×3170

3231

S2-4 1-D19×3240

3048

S1-3 2-D25×3050

3048

S2-6 2-D19×3050

1089

S3-1 24-D19×1090

1035

S3-2 18-D19×1040

1049

S3-3 2-D19×1050

380

S3-4 4-D19×380

平面図 右側面図
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断面図
A-A

インサート有の場合の

インサート位置
S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段)

S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)

S1-3 D25(下段) S2-3 D19(上段)

S2-4 D19(上段)

S2-5 D19(上段)

S2-6 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その５４）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５４）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その３）

S=1/30

934

24-D19×940

880

18-D19×880

894

2-D19×900

303

4-D19×310

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 99 kg

D19 151 kg

合計 250 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 3.98

S1-2 3170D25

S1-3 3050 2D25

S2-1 1D19 2.25

S2-2 D19 2.25

S2-3 D19 2.25

S3-1 24D19 2.25

S3-2 18D19 2.25

S3-3 2D19 2.25

S3-4 4D19 2.25

3.98

3.98

3420

3170

12.9

12.6

7.70

7.13

2.11

1.98

2.03

0.698

12.1

7.27

26

25

24

8

3230

S2-4

S2-5

D19

D19

3230

2970

3170

S2-6 D19 3050

1

2

2

2.25

2.25

2.25

6.68

7.13

6.86

14

14

940

880

900

310

1

1

51

36

4

3

S1-4 2970 2D25 3.98 11.8 24

2

2

7

7

7

3221

S1-1 2-D25×3230

3167

2-D25×3170

3168

1-D19×3420

3413

1-D19×3170

3225

1-D19×3230

3167

2-D19×3170

2970

1-D19×2970

3048

2-D25×3050

3048

2-D19×3050

2967

2-D25×2970

S1-2

S1-3

S1-4

S2-1

S2-2

S2-3

S2-4

S2-5

S2-6

S3-1

S3-2

S3-3

S3-4

平面図 右側面図
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断面図
A-A

3389.2

15059.6105 105 18@150=2700 80 10089.6

インサート有の場合の

インサート位置

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段) S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)S1-3 D25(下段)

S2-3 D19(上段)

S2-4 D19(上段)

S2-5 D19(上段)

S2-6 D19(上段)S1-4 D25(下段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その５５）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５５）
A2橋台　二次覆工用特殊覆工板配筋図（その４）

S=1/30

1409

24-D19×1410

1355

18-D19×1360

1369

2-D19×1370

540

4-D19×540

鉄筋表
記号 径 長　さ 本数 単位質量 質　量 摘　要

D25 150 kg

D19 229 kg

合計 379 kg

鉄筋総質量(SD345)

(1枚当り)

S1-1 D25 3.98

S1-2 3170D25

S1-3 3050 2D25

S2-1 1D19 2.25

S2-2 D19 2.25

S2-3 D19 2.25

S3-1 24D19 2.25

S3-2 18D19 2.25

S3-3 2D19 2.25

S3-4 4D19 2.25

3.98

3.98

3430

3400

12.9

12.6

7.72

7.65

3.17

3.06

3.08

1.22

12.1

7.29

52

50

24

8

8

73240

3167

4-D19×3170

S2-4

S2-5

D19

D19

3230

3170

3230

S2-6 D19 2970

1 2.25

2.25

2.25

7.13

7.27

6.68

1410

1360

1370

540

3048

2-D19×3050

1

1

76

55

6

5

S1-4 2970 2D25 3.98 11.8 24

4

4

S2-7 D19 3170

S2-8 D19 3050 2

4 2.25

2.25

7.13

6.86

29

14

1

1

7

7

7

3221

4-D25×3230

3167

4-D25×3170

3168

1-D19×3430

3421

1-D19×3400

3224

1-D19×3170

2970

1-D19×3230

3048

2-D25×3050

2967

2-D25×2970

3393

3231

1-D19×3240

1-D19×2970

S1-1

S1-2

S1-3

S1-4

S2-1

S2-2

S2-3

S2-4

S2-5

S2-6

S2-7

S2-8

S3-1

S3-3 S3-4

S3-2

平面図 右側面図

3
9
.5

1
9
8

4
2.
5

2
8
0

1
4
1
5

8
0

1
1
5
1
0
0

1
2
5

1
0
0

3
@1
2
5
=
3
7
5

1
0
0

1
2
5

1
0
0
1
1
5

8
0

300

280 20

AA

断面図
A-A

3389.2

15059.6105 105 18@150=2700 80 10089.6

インサート有の場合の

インサート位置

S1-1 D25(下段)

S1-2 D25(下段) S2-1 D19(上段)

S2-2 D19(上段)S1-3 D25(下段)

S2-3 D19(上段)

S2-4 D19(上段)

S2-5 D19(上段)

S2-6 D19(上段)

S1-4 D25(下段) S2-7 D19(上段)

S2-8 D19(上段)

S3-1 D19(上段・下段)

S3-1 D19(上段)

S3-2 D19(上段・下段)

S3-3 D19(下段)

S3-4 D19(上段・下段)

S3-4 D19(上段・下段)
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仮設覆工板工図（その５６）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５６）
覆工板支持梁（その１）A1橋台  L側,R側 <1/2>[1組分]

S=1/20

注記)

1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
0
0

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

中主構

外主構R側

外主構L側

外主構L側

A1

P
1
側

外主構R側

中主構

中主構外主構L側

外主構R側

1870 3300 3300 3300 3300 1930

17000

ST-1
ST-2

ST-3
ST-4

ST-5

ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5

2
5
0

G

G

1650 1650 1650 1650 825 825 1650 16501062 808

4
9
0

"a"

"b"

2
0
0 1
0
0

1
00

7

2.00%
2.00%

2.00%
2.00%

2.00%4
91
.
1

(N=3)

 1 - FLG PL 200 x 25 x 2902(SM490YB)

 1 - WEB PL 400 x 12 x 3256  2 - PL 175 x 12 x  227

 8 - HTB M22 x 65(F10T)

 2 - SPL PL 200 x 12 x 320

16 - HTB M22 x 80(F10T)

 1 - FLG PL 150 x 12 x  126

 1 - WEB PL 150 x 12 x  126

 1 - SPL PL 150 x 12 x 180

 2 - HTB M22 x 80(F10T)

(N=1)

2.伸縮装置取替後には、本体付き以外撤去とする。

1870 3300 3300 3300 3300 1930

17000

1650 1650 1650 1650 825 825 1650 16501062 808

中主構外主構L側

外主構R側

ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5

4
9
0

1
2

1
50

25

4
9
0

1
2

1
50

2
2

4
90

1
2

1
5
0

2
2

4
9
0

1
2

1
5
0

2
8

4
9
0

1
2

1
5
0

25

A - A

B - B

A

B

A

B

C

C

C - C

A1
250

4
91
.
1

覆工板支持梁

200

3."a"～"d"部詳細は「覆工板支持梁詳細図(その2)」

  を参照のこと。

2
5

4
0
0

1
9

8

 2 - FLG PL 200 x 19 x  155(SM490YB)

 8 - PL  80 x 19 x  100(SM490YB)

 2 - PL 200 x 25 x  175(SM490YB) 1 - FLG PL 200 x 25 x 1222(SM490YB)

 1 - WEB PL 400 x 12 x 1579  1 - PL 175 x 12 x  227

12 - HTB M22 x 65(F10T)

 2 - SPL PL 200 x 12 x 320

16 - HTB M22 x 80(F10T)

 1 - FLG PL 150 x 12 x  126

 1 - WEB PL 150 x 12 x  126

 1 - SPL PL 150 x 12 x 180

 2 - HTB M22 x 80(F10T)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  155(SM490YB)

 4 - PL  80 x 19 x  100(SM490YB)

 2 - PL 200 x 25 x  175(SM490YB)

 2 - HTB M22 x 65(F10T)

 1 - PL 175 x 12 x  371

 2 - HTB M22 x 65(F10T)

4.図面はL側を示し、R側は中主構を中心に線対象

  とする。

 1 - FLG PL 200 x 19 x  296(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x 2241(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  301(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  301(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x 1067(SM490YB)

5.G-G断面は「覆工板支持梁詳細図（その2）」を

  参照のこと。

"c"

覆工板支持梁と新規取付の支点上補剛材（1箇所）が同一箇所になる。

よって、覆工板支持梁の体付きを撤去後に、支点上補剛材を取付のこと。 

6.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

1650

4
9
0

1
2

1
50

2
2

(N=1)

 1 - FLG PL 200 x 25 x 2902(SM490YB)

 1 - WEB PL 400 x 12 x 3256  2 - PL 175 x 12 x  227

 8 - HTB M22 x 65(F10T)

 2 - SPL PL 200 x 12 x 320

16 - HTB M22 x 80(F10T)

 2 - FLG PL 150 x 12 x  126

 2 - WEB PL 150 x 12 x  126

 2 - SPL PL 150 x 12 x 180

 4 - HTB M22 x 80(F10T)

 2 - FLG PL 200 x 19 x  155(SM490YB)

 8 - PL  80 x 19 x  100(SM490YB)

 2 - PL 200 x 25 x  175(SM490YB)

 4 - HTB M22 x 65(F10T)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  296(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x 2241(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  301(SM490YB)

1650

95 454.6 95 577.1 752.9 95 1415 95 942.9 557.2 95 1177.5 95 855 95 426 506.5 95 1010 95 1010 95 489.2 765.9 95 1950.3 95 394.6 二次特殊覆工桁用孔間隔

二次特殊覆工桁用孔

"d"

φ24.5孔
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仮設覆工板工図（その５７）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５７）
覆工板支持梁（その２）A1橋台  L側,R側 <2/2>[1組分]

S=1/20

20 40 75 40

175

20

9 175 20

407535 40 75 35

320

3
2
.5

1
3
0

3
7
.
5

2
0
0

G - G

250

A1

4
90

2
5

4
0
0

1
9

200

12

2
5 12

1
5
0

200 20 125.5 9

35 80 35

150

2
0

4
0

1
0
0

4
0

1
2

1
5
0

150

1
2

"b" 詳細図"a" 詳細図

9

D - D

D

D

AA

A - A

E

E

E - E

覆工板支持梁

P1側

1
29
4

1
2

94

7

8

6

6

6

8

2.00%

2.00%

2
0
0

φ26.5孔

12

φ26.5孔

φ26.5孔

"c" 詳細図

175 20

407535 40 75 35

8 φ26.5孔

320

3
2
.
5

1
3
0

3
7
.
5

2
0
0

FF

F - F

20

8

φ26.5孔

20 40 75 40

175

6

注記)

1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

2.伸縮装置取替後には、本体付き以外撤去とする。

4
.
5

2
5
01
4
5
.
5

9

3
0
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1
9

4
0
0

60
4
0

8
3

1
0
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6
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2
5

2
4 7

1
9

2
5

4
0
0

1
9

250 150 105

1
34

1
9

2
2
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3

2
2 3

R20

C

C

74°25'26"

105°34'34"

C - C

20

14 80 12 80 14

2
01
0
0

7

15C溶接後埋め戻し

2
5

200

B - B

2
47

B

B

A1

100 100

106 12 82

12

250

2
23

1
2

2
5

既設縦桁

105°53'18"

74°06'42"

9

9

9

9

H

H

H - H

既設縦桁

覆工板支持梁

4
4
5

ボルト差込方向ボルト差込方向

4
5

4
0

4
0

7
3

3
x
8
4
.
7
=
2
5
4

7
3

2
5

4
0 0

19

3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

"d" 詳細図

4
0

1
2
0

4
0

95二次特殊覆工桁用孔

φ24.5孔
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仮設覆工板工図（その５８）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５８）
覆工板支持梁（その３）A2橋台  L側,R側 <1/2>[1組分]

S=1/20

注記)

1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

配置図

P1A1 P2 P3

P4L

1
7
0
0
0

1
7
0
0
0

450 78400 80000 80000 80000 450

319300

P7 A2P6P5P4R

45078400800008000080000450

319300

中主構

外主構R側

外主構L側

外主構L側

A
2

P
7
側

外主構R側

中主構

中主構外主構L側

外主構R側

1870 3300 3300 3300 3300 1930

17000

ST-1
ST-2

ST-3
ST-4

ST-5

ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5

2
5
0

G

G

1650 1650 1650 1650 825 825 1650 16501062 808

4
9
0

"a"

"b"

2
0
0

1
0
0
1
0
0

7

2.00%
2.00%

2.00%
2.00%

2.00%4
91
.
1

(N=3)

 1 - FLG PL 200 x 25 x 2902(SM490YB)

 1 - WEB PL 400 x 12 x 3256  2 - PL 175 x 12 x  227

 8 - HTB M22 x 65(F10T)

 2 - SPL PL 200 x 12 x 320

16 - HTB M22 x 80(F10T)

 1 - FLG PL 150 x 12 x  126

 1 - WEB PL 150 x 12 x  126

 1 - SPL PL 150 x 12 x 180

 2 - HTB M22 x 80(F10T)

(N=1)

2.伸縮装置取替後には、本体付き以外撤去とする。

1870 3300 3300 3300 3300 1930

17000

1650 1650 1650 1650 825 825 1650 16501062 808

中主構外主構L側

外主構R側

ST-1 ST-2 ST-3 ST-4 ST-5

4
9
0

1
2

1
50

25

4
9
0

1
2

1
50

2
2

4
90

1
2

1
5
0

2
2

4
9
0

1
2

1
5
0

2
8

4
9
0

1
2

1
5
0

25

A - A

B - B

A

B

A

B

C

C

C - C

A2
250

4
91
.
1

覆工板支持梁

200

3."a"～"d"部詳細は「覆工板支持梁詳細図(その4)」

  を参照のこと。

2
5

4
0
0

19

8

 2 - FLG PL 200 x 19 x  155(SM490YB)

 8 - PL  80 x 19 x  100(SM490YB)

 2 - PL 200 x 25 x  175(SM490YB) 1 - FLG PL 200 x 25 x 1222(SM490YB)

 1 - WEB PL 400 x 12 x 1579  1 - PL 175 x 12 x  227

12 - HTB M22 x 65(F10T)

 2 - SPL PL 200 x 12 x 320

16 - HTB M22 x 80(F10T)

 1 - FLG PL 150 x 12 x  126

 1 - WEB PL 150 x 12 x  126

 1 - SPL PL 150 x 12 x 180

 2 - HTB M22 x 80(F10T)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  155(SM490YB)

 4 - PL  80 x 19 x  100(SM490YB)

 2 - PL 200 x 25 x  175(SM490YB)

 2 - HTB M22 x 65(F10T)

 1 - PL 175 x 12 x  371

 2 - HTB M22 x 65(F10T)

4.図面はL側を示し、R側は中主構を中心に線対象

  とする。

 1 - FLG PL 200 x 19 x  296(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x 2241(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  301(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  301(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x 1067(SM490YB)

5.G-G断面は「覆工板支持梁詳細図（その4）」を

  参照のこと。

"c"

覆工板支持梁と新規取付の支点上補剛材（1箇所）が同一箇所になる。

よって、覆工板支持梁の体付きを撤去後に、支点上補剛材を取付のこと。 

6.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

1650

4
9
0

1
2

1
50

2
2

(N=1)

 1 - FLG PL 200 x 25 x 2902(SM490YB)

 1 - WEB PL 400 x 12 x 3256  2 - PL 175 x 12 x  227

 8 - HTB M22 x 65(F10T)

 2 - SPL PL 200 x 12 x 320

16 - HTB M22 x 80(F10T)

 2 - FLG PL 150 x 12 x  126

 2 - WEB PL 150 x 12 x  126

 2 - SPL PL 150 x 12 x 180

 4 - HTB M22 x 80(F10T)

 2 - FLG PL 200 x 19 x  155(SM490YB)

 8 - PL  80 x 19 x  100(SM490YB)

 2 - PL 200 x 25 x  175(SM490YB)

 4 - HTB M22 x 65(F10T)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  296(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x 2241(SM490YB)

 1 - FLG PL 200 x 19 x  301(SM490YB)

1650

二次特殊覆工桁用孔

"d"

φ24.5孔

95 454.6 95 577.1 752.9 95 1415 95 942.9 557.2 95 1177.5 95 855 95 426 506.5 95 1010 95 1010 95 489.2 765.9 95 1950.3 95 394.6 二次特殊覆工桁用孔間隔
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仮設覆工板工図（その５９）

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その５９）
覆工板支持梁（その４）A2橋台  L側,R側 <2/2>[1組分]

S=1/20

20 40 75 40

175

20

9 175 20

407535 40 75 35

320

3
2
.
5

1
30

3
7
.
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2
0
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G - G
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4
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2
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4
0
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1
9
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2
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1
5
0

20020125.59

35 80 35

150

2
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40
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4
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1
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1
5
0

150

1
2

"b" 詳細図"a" 詳細図

9

D - D

D

D

AA

A - A

E

E

E - E

覆工板支持梁

P7側

1
2

9
4

1
2
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7

8

6

6

6

8

2.00%

2.00%

2
0
0

φ26.5孔

12

φ26.5孔

φ26.5孔

"c" 詳細図
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F - F
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φ26.5孔

20 40 75 40
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6

注記)

1.特記なき材質は全てSM490YAとする。

2.伸縮装置取替後には、本体付き以外撤去とする。
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15C溶接後埋め戻し
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既設縦桁
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9
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既設縦桁

覆工板支持梁
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ボルト差込方向ボルト差込方向
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4
0

4
0

7
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3
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4
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7
=
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4
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1
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3.部材寸法、ボルト孔明け位置は現地計測を行い、

  その結果を反映し最終決定すること。

"d" 詳細図

40
1
2
0

4
0

95二次特殊覆工桁用孔

φ24.5孔
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平 面 図
中央分離帯側 路肩側

1
58
0

排水溝

2
00

ジェットコン打設延長　12838

B

B

A

A

本
設

伸
縮

装
置

ジ
ェ

ッ
ト

コ
ン

範
囲

35
0

▽切断ライン

側 面 図

本設伸縮装置

1
9
5

3
3
0

仮設伸縮装置

1
5
0

1
8
0

170

1
3
5

A-A断面

550

1380 200200350

S=1/20

切
断
ラ
イ
ン

ジェットコン範囲

側 面 図

1
9
5

3
3
0

1
3
5

1
9
5

170

1
3
5

550

1380 200

B-B断面

200350

S=1/20

本設伸縮装置仮設伸縮装置 切
断
ラ
イ
ン

ジェットコン範囲

仮設覆工板工図（その６０）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

仮設覆工板工図（その６０）
仮設伸縮装置撤去復旧図

S=1/50  153     235



伸縮装置基礎工（その１）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線 伸縮装置基礎工Ａ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その１）

正面図

平面図

C部

123456789101112131415

A

A

B

B

2.00%
8
7
9

5
0

1
3
5

5
0

5
8
4

1
3
5

1
0
1
4

7
1
9

130
200

200300165
130

200200300165
130

200200300165
130

200200300165
130

300300263160
135

200200300160
135

200200300160
135

200200300160
135

200200300130
165

300200200160
135

200200300160
135

200200300160
135

200200300160
135

200200300160
135

300130

9955995599559955115359955995599559655102559955995599559955565

14728

9955995599559955115359955995599559655102559955995599559955565

14728

5

5

250 250 250 250 250170199190250200250152
150

250140250170
160

250 250 250 200
128

170250 250170
110

190250 250149
135

250 200250 200
100

250200168220191250 250 250 250
134

213200200
100
150
100

250
112
100

200
200199 250139

200
137

1105 1105 1105 950 950 1595 1595 14252161 2737

123456789101112131415

662 1371 鋼製伸縮装置定着筋

A-A断面図 B-B断面図

機械継手

機械継手

φ32棒鋼 φ32棒鋼

断面図

8
7
9

350 650

3
5
0

6
6
4

1
0
1
4

1
3
5

380 620

5
8
4

350 650

1000

3
5
0

3
6
9

7
1
9

1
3
5

380 620

1000

1
0
1
4

7
1
9

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 機械継手
D16

鋼製伸縮装置定着筋
D16

C部詳細図

5
3
0

5
3
0

エレメント定着筋

グラウト注入

グラウトホール

鋼製伸縮装置定着筋

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350

鋼製伸縮装置の割付および定着筋配置については
注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

メーカー確認のうえ製作を行うこと。

製品 製品重量

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1453kg

1503kg

1553kg

1709kg

1759kg

1809kg

1803kg

1966kg

1602kg

1920kg

1958kg

2008kg

2058kg

2107kg

1219kg

鉄筋加工図

150

1
0
0

D16 n=65

R4
8

1
0
05
2

75

54

5
2

75

D16

D16
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伸縮装置基礎工（その２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２）

A-A断面図 B-B断面図

A

A

B

B

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

5 D13

3 D13

5 D13

1 D13 2 D13

4 D13

3 D13
5

1 D13 2 D13

4 D13

D13

1 D13

2 D13

3 D13

1 D13 2 D13

3

n=5n=5

930

4 D13 n=5

930

5 D13 n=13～15

2
8
1
～

5
6
4

5
9
1
～

8
7
4

232

R=39

6
3
0
～

9
1
3

310

3
2
0
～

6
0
3

1
0
0

852

4
3
7
～

7
1
9

1
3
9

930

4
7
6
～

7
5
8

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135°

329 601

R=39

4
2
9

n=5D13

1
3
9

φ80 φ80

φ80 φ80
R=39 R=

39

R=39

61
6161

6161

平面図

正面図 グラウトホール詳細図鉄筋加工図

グラウトホール

グラウト注入

47.5 47.5

995

5
5
6

3
2
0

1
2
4

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

D13@300

47.5 47.5

995

D13@300

6
0
4
～

8
6
7

1
3
5

7
3
9
～

1
0
0
2

2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
4
～

3
9
7

1
5
5

5
8
4
～

8
4
7

1
3
5

7
1
9
～

9
8
2

2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
4
～

3
9
7

1
3
5

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
5
5

1
3
4
～

3
9
7

3
8
9
～

6
5
2

7
3
9
～

1
0
0
2

1
3
5

1
0
0

2
5
0

1
2
0

3
5

3
2
9

3
5

7
3
9
～

1
0
0
2

1
3
4
～

3
9
7

2
0
5
～

4
6
8

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

6
0
4
～

8
6
7

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
3
5

1
3
4
～

3
9
7

3
6
9
～

6
3
2

7
1
9
～

9
8
2

1
3
5

1
0
0

2
5
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

7
1
9
～

9
8
2

1
3
4
～

3
9
7

1
8
5
～

4
4
8

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

5
8
4
～

8
4
7

鋼製伸縮装置定着筋 D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

(製品1には無し)

(製品1には無し)

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1510 5 0.995 1.50 8

② 〃 1660 5 〃 1.65 8

備考

平均長

41 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 930 15 〃 0.925 14

平均長

製品 製品重量

1453kg

1503kg

1553kg

1709kg

1759kg

1809kg

1602kg

1

2

3

4

6

7

8

1958kg11

2008kg12

2058kg13

2107kg14

製品番号：1～4・6～8・11～14

5 D13

(製品1には無し)

(製品1には無し)
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伸縮装置基礎工（その３）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３）

φ80 φ80

φ80 φ80

正面図

A-A断面図 B-B断面図

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5 D13

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
5
8

1
3
5

1
0
0

2
5
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

2
5
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

D13

機械継手機械継手

930

4 D13 n=5

1083

5 D13 n=13

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135° R=39

329 601

4
2
9

n=5D13

1
3
9

1
3
5

6
6
47
9
9

6
8
7

1
3
5

8
2
2

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

5
5
6

3
2
0

1
2
4

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

47.5 47.5

1153

5 D13

300 258

130 300 300 263 160

2@250=500

47.5 300 258 47.5

1153

2@250=500

2
1
4

4
7
2

8
2
2

8
2
2

6
8
7

2
1
4

1
2
3

2
8
8

2
6
5

2
1
4

6
6
4

1
3
5

7
9
9

2
5
0

1
0
0

1
0
0

2
1
4

1
3
5

1 D13

2 D13

3 D13 2
5
0

1
0
0

1
0
0

2
1
4

1
3
5

4
4
9

7
9
9

2
1
4

1
5
8

3
6
1
～

3
8
4

6
7
1
～

6
9
4

232

4
0
0
～

4
2
3

7
1
0
～

7
3
3

310

R=39 1
0
0

852

5
1
6
～

5
3
9

5
5
5
～

5
7
8

930

1
3
9 R=39 R=

39

平面図

グラウトホール

グラウト注入

製品 製品重量

1920kg5

61

R=39

6161

A

A

B

B

6161

グラウトホール詳細図

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1410 5 0.995 1.40 7

② 〃 1610 5 〃 1.60 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 1090 13 〃 1.08 14

平均長

製品番号：5

5 D13
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伸縮装置基礎工（その４）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5

930

4 D13 n=5

900

5 D13 n=15

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135° R=39

329 601

4
2
9

n=5D13

1
3
9

135 200 200 300 130
5
5
6
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4

47.5 47.5

965

250 220

47.5 47.5

965

250 2202@200=400
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350 650
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35 310 620 35
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0
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48 284

380 620
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48100 2@260=520
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機械継手
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4 D13

2 D13
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4
4
4
～

4
6
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4
～

7
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232
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4
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～

5
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310
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～

8
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1
0
0
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9
9
～
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9

61

1
3
9

930
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～
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8

R=39

R=39

R=39 R=
39

61

6161

平面図

A

A

B

B

φ80 φ80

φ80 φ80

グラウトホール

グラウト注入

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1803kg9

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1580 5 0.995 1.57 8

② 〃 1690 5 〃 1.68 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 900 15 〃 0.896 13

平均長

製品番号：9

5 D13
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伸縮装置基礎工（その５）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

グラウトホール

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図
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0
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220 2102@250=500

4
6
4
～

4
8
4

232

7
7
4
～

7
9
4

6161

5
0
3
～

5
2
3

8
1
3
～

8
3
3

310

1
0
0

852

6
1
9
～

6
3
9

6161

1
3
9

930

6
5
8
～

6
7
8

R=39

R=39

R=39 R=
39

5 D13

グラウト注入
φ80 φ80

φ80 φ80

平面図

A

A

B

B

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手 鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1966kg10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1620 5 0.995 1.61 8

② 〃 1710 5 〃 1.70 9

備考

平均長

42 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 960 15 〃 0.955 14

平均長

製品番号：10

5 D13

 158     235



伸縮装置基礎工（その６）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その６）

A-A断面図 B-B断面図

500

1 D13

2 D13

3 D13

4 D13

5 D13

1 D13

2 D13

3 D13

4 D13

5 D13

A

A

B

B
製品 製品重量

15

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

5 D13

1219kg

5
6
4
～

5
7
6

8
7
4
～

8
8
6

232

6
0
3
～

6
1
5

9
1
3
～

9
2
5

310

1
0
0

852

7
1
9
～

7
3
1

1
3
9

930

7
5
8
～

7
7
0

930

1
0
0

562

466

1
0
0

329 601

4
2
9

1
3
9

1 D13

2 D13

3 D13

5 D13

61

135°

135°

61

61 61

61

R=39

R=39

R=39

R=39 R=
39

グラウト注入
φ80 φ80

φ80 φ80

平面図

正面図 グラウトホール詳細図鉄筋加工図

グラウトホール

1 D13 2 D13 n=5n=5

3 n=5D13

4 D13 n=5

5 D13 n=15

47.5 47.5

565

250 220

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

135 300 130

5
5
6

3
2
0

1
2
4

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

1
1
2

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

4
8
0

8
7
9

1
3
5

1
0
1
4

1
4
7

6
6
4

1
0
1
4

1
6
7

2
5
0

1
6
7

2
@
2
5
0
=
5
0
0

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

4
6
8

8
6
7

1
3
5

1
0
0
2

1
3
5

6
5
2

1
0
0
2

1
6
7

2
5
0

1
6
7

2
@
2
5
0
=
5
0
0

8
7
9

1
3
5

1
0
1
4

1
0
0

1
0
0

1
4
7

1
6
7

1
3
5

8
6
71
0
0
2

1
0
0

1
0
0

1
3
5

1
6
7

2
@
2
5
0
=
5
0
0

2
@
2
5
0
=
5
0
0

47.5 47.5

565

250 220

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1810 5 0.995 1.80 9

② 〃 1800 5 〃 1.79 9

備考

平均長

36 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 500 15 〃 0.498 7

平均長

製品番号：15
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伸縮装置基礎工（その７）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その７）

正面図

平面図

C部

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

A

A

B

B

2.00%

8
7
9

5
0

1
3
5

5
0

5
8
4

1
3
5

1
0
1
4

7
1
9

130
200

200 300 165
130

200200 300 165
130

200200 300 165
130

200200 300 165
130

300 300 263160
135

200200 300 160
135

200200 300 160
135

200200 300 160
135

200200 300130
165

300 200200160
135

200200 300 160
135

200200 300 160
135

200200 300 160
135

200200 300 160
135

300130

995 5 995 5 995 5 995 5 1153 5 995 5 995 5 995 5 965 5 1025 5 995 5 995 5 995 5 995 5 565

14728

995 5 995 5 995 5 995 5 1153 5 995 5 995 5 995 5 965 5 1025 5 995 5 995 5 995 5 995 5 565

14728

5

5

250250250250250170199190250200250152
150

250140250170
160

250250250200
128

170250250170
110

190250250149
135

250200250200
100

250200168220191250250250250
134

213200200
100

150
100

250
112

100
200

200199250139
200

137

110511051105950950159515951425 21612737

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

6621371 鋼製伸縮装置定着筋

A-A断面図 B-B断面図

機械継手

機械継手

φ32棒鋼 φ32棒鋼

断面図

8
7
9

350 650

3
5
0

6
6
4

1
0
1
4

1
3
5

380 620

5
8
4

350 650

1000

3
5
0

3
6
9

7
1
9

1
3
5

380 620

1000

1
0
1
4

7
1
9

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 機械継手
D16

鋼製伸縮装置定着筋
D16

C部詳細図

5
3
0

5
3
0

エレメント定着筋

グラウト注入

グラウトホール

鋼製伸縮装置定着筋

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350

鋼製伸縮装置の割付および定着筋配置については
注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

メーカー確認のうえ製作を行うこと。

製品 製品重量

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

1453kg

1503kg

1553kg

1709kg

1759kg

1809kg

1803kg

1966kg

1602kg

1920kg

1958kg

2008kg

2058kg

2107kg

1219kg

鉄筋加工図

150

1
0
0

D16 n=65

R4
8

1
0
05
2

75

54

5
2

75

D16

D16
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伸縮装置基礎工（その８）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その８）

A-A断面図 B-B断面図

A

A

B

B

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

5 D13

3 D13

5 D13

1 D13 2 D13

4 D13

3 D13
5

1 D13 2 D13

4 D13

D13

1 D13

2 D13

3 D13

1 D13 2 D13

3

n=5n=5

930

4 D13 n=5

930

5 D13 n=13～15

2
8
1
～

5
6
4

5
9
1
～

8
7
4

232

R=39

6
3
0
～

9
1
3

310

3
2
0
～

6
0
3

1
0
0

852

4
3
7
～

7
1
9

1
3
9

930

4
7
6
～

7
5
8

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135°

329 601

R=39

4
2
9

n=5D13

1
3
9

φ80 φ80

φ80 φ80
R=39 R=

39

R=39

61
6161

6161

平面図

正面図 グラウトホール詳細図鉄筋加工図

グラウトホール

グラウト注入

47.5 47.5

995
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0
0
0
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0
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8
4
7
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～
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8
2

2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
4
～

3
9
7

1
3
5

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
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1
0
0

3
0
2

1
5
5

1
3
4
～

3
9
7

3
8
9
～

6
5
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7
3
9
～

1
0
0
2

1
3
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1
0
0

2
5
0

1
2
0

3
5

3
2
9

3
5

7
3
9
～

1
0
0
2

1
3
4
～

3
9
7

2
0
5
～

4
6
8

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

6
0
4
～

8
6
7

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
3
5

1
3
4
～

3
9
7

3
6
9
～

6
3
2

7
1
9
～

9
8
2

1
3
5

1
0
0

2
5
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

7
1
9
～

9
8
2

1
3
4
～

3
9
7

1
8
5
～

4
4
8

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

5
8
4
～

8
4
7

鋼製伸縮装置定着筋 D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

(製品1には無し)

(製品1には無し)

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1510 5 0.995 1.50 8

② 〃 1660 5 〃 1.65 8

備考

平均長

41 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 930 15 〃 0.925 14

平均長

製品 製品重量

1453kg

1503kg

1553kg

1709kg

1759kg

1809kg

1602kg

1

2

3

4

6

7

8

1958kg11

2008kg12

2058kg13

2107kg14

製品番号：1～4・6～8・11～14

5 D13

(製品1には無し)

(製品1には無し)
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伸縮装置基礎工（その９）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その９）

φ80 φ80

φ80 φ80

正面図

A-A断面図 B-B断面図

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5 D13

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
5
8

1
3
5

1
0
0

2
5
0

3
5
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9
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48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13
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350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35
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0
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0
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5
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9

3
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48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

D13

機械継手機械継手

930

4 D13 n=5

1083

5 D13 n=13

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135° R=39

329 601

4
2
9
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1
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0
0
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0
0

2
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6
0
=
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0
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8
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6
2
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5
5
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3
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1
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4
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4 D13

2 D13

47.5 47.5

1153

5 D13

300 258

130 300 300 263 160

2@250=500

47.5 300 258 47.5

1153

2@250=500
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1
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8
2
2
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2
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2
1
4

1
2
3

2
8
8

2
6
5

2
1
4

6
6
4

1
3
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7
9
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2
5
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1
0
0

1
0
0

2
1
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1
3
5

1 D13

2 D13

3 D13 2
5
0

1
0
0

1
0
0

2
1
4

1
3
5

4
4
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7
9
9

2
1
4

1
5
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3
6
1
～

3
8
4

6
7
1
～

6
9
4

232

4
0
0
～

4
2
3

7
1
0
～

7
3
3

310

R=39 1
0
0

852

5
1
6
～

5
3
9

5
5
5
～

5
7
8

930

1
3
9 R=39 R=

39

平面図

グラウトホール

グラウト注入

製品 製品重量

1920kg5

61

R=39

6161

A

A

B

B

6161

グラウトホール詳細図

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1410 5 0.995 1.40 7

② 〃 1610 5 〃 1.60 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 1090 13 〃 1.08 14

平均長

製品番号：5

5 D13
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伸縮装置基礎工（その１０）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１０）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5

930

4 D13 n=5

900

5 D13 n=15
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0
0 135°
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平面図

A
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B

B

φ80 φ80

φ80 φ80

グラウトホール

グラウト注入

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1803kg9

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1580 5 0.995 1.57 8

② 〃 1690 5 〃 1.68 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 900 15 〃 0.896 13

平均長

製品番号：9

5 D13
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伸縮装置基礎工（その１１）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１１）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

グラウトホール

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図
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0
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5 D13

グラウト注入
φ80 φ80

φ80 φ80

平面図

A

A

B

B

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手 鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1966kg10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1620 5 0.995 1.61 8

② 〃 1710 5 〃 1.70 9

備考

平均長

42 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 960 15 〃 0.955 14

平均長

製品番号：10

5 D13
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伸縮装置基礎工（その１２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１２）

A-A断面図 B-B断面図

500
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2 D13

3 D13
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製品 製品重量
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記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1810 5 0.995 1.80 9

② 〃 1800 5 〃 1.79 9

備考

平均長

36 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 500 15 〃 0.498 7

平均長

製品番号：15
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伸縮装置基礎工（その１３）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その１３）

正面図

平面図

C部
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662 1371 鋼製伸縮装置定着筋

A-A断面図 B-B断面図

機械継手

機械継手

φ32棒鋼 φ32棒鋼

断面図
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鋼製伸縮装置定着筋 機械継手
D16

鋼製伸縮装置定着筋
D16

C部詳細図

5
3
0

5
3
0

エレメント定着筋

グラウト注入

グラウトホール

鋼製伸縮装置定着筋

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350

鋼製伸縮装置の割付および定着筋配置については
注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

メーカー確認のうえ製作を行うこと。

製品 製品重量

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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13

14

15

1453kg

1503kg

1553kg

1709kg
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2058kg
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鉄筋加工図
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D16
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伸縮装置基礎工（その１４）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１４）

A-A断面図 B-B断面図
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鋼製伸縮装置定着筋 D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

(製品1には無し)

(製品1には無し)

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1510 5 0.995 1.50 8

② 〃 1660 5 〃 1.65 8

備考

平均長

41 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 930 15 〃 0.925 14

平均長

製品 製品重量

1453kg

1503kg

1553kg

1709kg

1759kg

1809kg

1602kg

1

2

3

4

6

7

8

1958kg11

2008kg12

2058kg13

2107kg14

製品番号：1～4・6～8・11～14

5 D13

(製品1には無し)

(製品1には無し)
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伸縮装置基礎工（その１５）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１５）

φ80 φ80

φ80 φ80

正面図

A-A断面図 B-B断面図
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鉄筋加工図
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4
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5
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39

平面図

グラウトホール

グラウト注入

製品 製品重量

1920kg5

61

R=39

6161

A

A

B

B

6161

グラウトホール詳細図

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1410 5 0.995 1.40 7

② 〃 1610 5 〃 1.60 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 1090 13 〃 1.08 14

平均長

製品番号：5

5 D13
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伸縮装置基礎工（その１６）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１６）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5
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平面図

A

A

B

B

φ80 φ80

φ80 φ80

グラウトホール

グラウト注入

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1803kg9

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1580 5 0.995 1.57 8

② 〃 1690 5 〃 1.68 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 900 15 〃 0.896 13

平均長

製品番号：9

5 D13
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伸縮装置基礎工（その１７）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１７）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

グラウトホール
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鉄筋加工図
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グラウト注入
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平面図

A
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B

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手 鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1966kg10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1620 5 0.995 1.61 8

② 〃 1710 5 〃 1.70 9

備考

平均長

42 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 960 15 〃 0.955 14

平均長

製品番号：10

5 D13
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伸縮装置基礎工（その１８）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その１８）

A-A断面図 B-B断面図
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記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1810 5 0.995 1.80 9

② 〃 1800 5 〃 1.79 9

備考

平均長

36 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 500 15 〃 0.498 7

平均長

製品番号：15
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伸縮装置基礎工（その１９）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その１９）

正面図

平面図
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6621371 鋼製伸縮装置定着筋

A-A断面図 B-B断面図
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鋼製伸縮装置定着筋 機械継手
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鋼製伸縮装置定着筋
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C部詳細図
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エレメント定着筋

グラウト注入

グラウトホール

鋼製伸縮装置定着筋

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350

鋼製伸縮装置の割付および定着筋配置については
注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

メーカー確認のうえ製作を行うこと。

製品 製品重量
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1602kg

1920kg

1958kg

2008kg

2058kg

2107kg

1219kg

鉄筋加工図

150

1
0
0

D16 n=65

R4
8

1
0
05
2

75

54

5
2

75

D16

D16
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伸縮装置基礎工（その２０）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２０）

A-A断面図 B-B断面図

A

A

B

B

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

5 D13

3 D13

5 D13

1 D13 2 D13

4 D13

3 D13
5

1 D13 2 D13

4 D13

D13

1 D13

2 D13

3 D13

1 D13 2 D13

3

n=5n=5

930

4 D13 n=5

930

5 D13 n=13～15

2
8
1
～

5
6
4

5
9
1
～

8
7
4

232

R=39

6
3
0
～

9
1
3

310

3
2
0
～

6
0
3

1
0
0

852

4
3
7
～

7
1
9

1
3
9

930

4
7
6
～

7
5
8

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135°

329 601

R=39

4
2
9

n=5D13

1
3
9

φ80 φ80

φ80 φ80
R=39 R=

39

R=39

61
6161

6161

平面図

正面図 グラウトホール詳細図鉄筋加工図

グラウトホール

グラウト注入

47.5 47.5

995

5
5
6

3
2
0

1
2
4

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

D13@300

47.5 47.5

995

D13@300

6
0
4
～

8
6
7

1
3
5

7
3
9
～

1
0
0
2

2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
4
～

3
9
7

1
5
5

5
8
4
～

8
4
7

1
3
5

7
1
9
～

9
8
2

2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
4
～

3
9
7

1
3
5

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
5
5

1
3
4
～

3
9
7

3
8
9
～

6
5
2

7
3
9
～

1
0
0
2

1
3
5

1
0
0

2
5
0

1
2
0

3
5

3
2
9

3
5

7
3
9
～

1
0
0
2

1
3
4
～

3
9
7

2
0
5
～

4
6
8

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

6
0
4
～

8
6
7

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
3
5

1
3
4
～

3
9
7

3
6
9
～

6
3
2

7
1
9
～

9
8
2

1
3
5

1
0
0

2
5
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

7
1
9
～

9
8
2

1
3
4
～

3
9
7

1
8
5
～

4
4
8

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

2@260=520

5
8
4
～

8
4
7

鋼製伸縮装置定着筋 D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

(製品1には無し)

(製品1には無し)

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1510 5 0.995 1.50 8

② 〃 1660 5 〃 1.65 8

備考

平均長

41 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 930 15 〃 0.925 14

平均長

製品 製品重量

1453kg

1503kg

1553kg

1709kg

1759kg

1809kg

1602kg

1

2

3

4

6

7

8

1958kg11

2008kg12

2058kg13

2107kg14

製品番号：1～4・6～8・11～14

5 D13

(製品1には無し)

(製品1には無し)
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伸縮装置基礎工（その２１）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２１）

φ80 φ80

φ80 φ80

正面図

A-A断面図 B-B断面図

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5 D13

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
5
8

1
3
5

1
0
0

2
5
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

2
5
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

D13

機械継手機械継手

930

4 D13 n=5

1083

5 D13 n=13

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135° R=39

329 601

4
2
9

n=5D13

1
3
9

1
3
5

6
6
47
9
9

6
8
7

1
3
5

8
2
2

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

5
5
6

3
2
0

1
2
4

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

47.5 47.5

1153

5 D13

300 258

130 300 300 263 160

2@250=500

47.5 300 258 47.5

1153

2@250=500

2
1
4

4
7
2

8
2
2

8
2
2

6
8
7

2
1
4

1
2
3

2
8
8

2
6
5

2
1
4

6
6
4

1
3
5

7
9
9

2
5
0

1
0
0

1
0
0

2
1
4

1
3
5

1 D13

2 D13

3 D13 2
5
0

1
0
0

1
0
0

2
1
4

1
3
5

4
4
9

7
9
9

2
1
4

1
5
8

3
6
1
～

3
8
4

6
7
1
～

6
9
4

232

4
0
0
～

4
2
3

7
1
0
～

7
3
3

310

R=39 1
0
0

852

5
1
6
～

5
3
9

5
5
5
～

5
7
8

930

1
3
9 R=39 R=

39

平面図

グラウトホール

グラウト注入

製品 製品重量

1920kg5

61

R=39

6161

A

A

B

B

6161

グラウトホール詳細図

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1410 5 0.995 1.40 7

② 〃 1610 5 〃 1.60 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 1090 13 〃 1.08 14

平均長

製品番号：5

5 D13
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伸縮装置基礎工（その２２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２２）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5

930

4 D13 n=5

900

5 D13 n=15

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135° R=39

329 601

4
2
9

n=5D13

1
3
9

135 200 200 300 130
5
5
6

3
2
0

1
2
4

47.5 47.5

965

250 220

47.5 47.5

965

250 2202@200=400

2@200=400

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

2
5
0

1
2
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

D13

機械継手

3
6
8

7
6
7

1
3
5

9
0
2

1
5
5

5
5
2

9
0
2

1
5
0

1
4
7

1
5
0

1
4
7

7
6
7

1
3
5

9
0
2

1 D13

2 D13

3 D13 2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
5
5

1
5
0

1
4
7

1
3
5

7
4
78
8
2

2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
5

1
5
0

1
4
7

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

2
5
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

D13

機械継手

3
4
8

7
4
7

1
3
5

8
8
2

1
3
5

5
3
2

8
8
2

1
5
0

1
4
7

1
5
0

1
4
7

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

5 D13

4
4
4
～

4
6
4

7
5
4
～

7
7
4

232

61

4
8
3
～

5
0
3

310

7
9
3
～

8
1
3

1
0
0

852

5
9
9
～

6
1
9

61

1
3
9

930

6
3
8
～

6
5
8

R=39

R=39

R=39 R=
39

61

6161

平面図

A

A

B

B

φ80 φ80

φ80 φ80

グラウトホール

グラウト注入

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1803kg9

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1580 5 0.995 1.57 8

② 〃 1690 5 〃 1.68 8

備考

平均長

40 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 900 15 〃 0.896 13

平均長

製品番号：9

5 D13
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伸縮装置基礎工（その２３）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２３）

正面図

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

グラウトホール

1 D13 2 D13

3

鉄筋加工図

n=5n=5

930

4 D13 n=5

960

5 D13 n=15

1
0
0

562

466

1
0
0 135°

135° R=39

329 601

61

4
2
9

n=5D13

1
3
9

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

2
5
0

1
0
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

D13

機械継手

3
6
8

7
6
7

1
3
5

9
0
2

1
3
5

5
5
2

9
0
2

1
5
0

1
6
7

1
5
0

1
6
7

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3 D13 5

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

2
5
0

1
2
0

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520

1 D13 2 D13

4 D13

2@260=520

D13

機械継手

3
8
8

7
8
7

1
3
5

9
2
2

1
5
5

5
7
2

9
2
2

1
5
0

1
6
7

1
5
0

1
6
7

165 300 200 200 160

47.5 47.5

1025

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

5
5
6

3
2
0

1
2
4

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

220 2102@250=500

1
3
5

7
6
79
0
2

2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
3
5

1
5
0

1
6
7

7
8
7

1
3
5

9
2
2

1 D13

2 D13

3 D13 2
5
0

1
0
0

1
0
0

1
5
5

1
5
0

1
6
7

47.5 47.5

1025

220 2102@250=500

4
6
4
～

4
8
4

232

7
7
4
～

7
9
4

6161

5
0
3
～

5
2
3

8
1
3
～

8
3
3

310

1
0
0

852

6
1
9
～

6
3
9

6161

1
3
9

930

6
5
8
～

6
7
8

R=39

R=39

R=39 R=
39

5 D13

グラウト注入
φ80 φ80

φ80 φ80

平面図

A

A

B

B

鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手 鋼製伸縮装置定着筋 D16

機械継手

鋼製伸縮装置定着筋

D16

鋼製伸縮装置定着筋

D16

製品 製品重量

1966kg10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1620 5 0.995 1.61 8

② 〃 1710 5 〃 1.70 9

備考

平均長

42 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 960 15 〃 0.955 14

平均長

製品番号：10

5 D13
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伸縮装置基礎工（その２４）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ａ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２４）

A-A断面図 B-B断面図

500

1 D13

2 D13

3 D13

4 D13

5 D13

1 D13

2 D13

3 D13

4 D13

5 D13

A

A

B

B
製品 製品重量

15

1 D13

3 D13

4 D13

2 D13

5 D13

1219kg

5
6
4
～

5
7
6

8
7
4
～

8
8
6

232

6
0
3
～

6
1
5

9
1
3
～

9
2
5

310

1
0
0

852

7
1
9
～

7
3
1

1
3
9

930

7
5
8
～

7
7
0

930

1
0
0

562

466

1
0
0

329 601

4
2
9

1
3
9

1 D13

2 D13

3 D13

5 D13

61

135°

135°

61

61 61

61

R=39

R=39

R=39

R=39 R=
39

グラウト注入
φ80 φ80

φ80 φ80

平面図

正面図 グラウトホール詳細図鉄筋加工図

グラウトホール

1 D13 2 D13 n=5n=5

3 n=5D13

4 D13 n=5
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565

250 220

1
0
0
0

4
8

2
8
4

4
8

1
0
0

2
@
2
6
0
=
5
2
0

3
8
0

6
2
0

135 300 130

5
5
6

3
2
0

1
2
4

350 650

1000

68 48264 100

35 310 620 35

3
5
0

4
8

1
0
0

3
0
2

1
0
0

1
1
2

3
5

3
2
9

3
5

48 284

380 620

1000

35 310 35

48100 2@260=520
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0
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0
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0
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250 220

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 1810 5 0.995 1.80 9

② 〃 1800 5 〃 1.79 9

備考

平均長

36 kg合計

③ 〃 1290 5 〃 1.28 6

④ 〃 930 5 〃 0.925 5

⑤ 〃 500 15 〃 0.498 7

平均長

製品番号：15
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伸縮装置基礎工（その２５）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その２５）

正面図

A

A

B

B

5

123456789101112

8
1
9

5
0

5
2
4

5
0

565 5 1595 5 1100 5 1100 5 1100 5 945 5 945 5 1590 5 1590 5 1420 5 1420 5 1298

14728

5

150
300300209209

130
167300200300300153

140
300300300250

130

130
170250300300300

140

130
250250250250170

160
130

165
270172173165

130
150200300165

130
192190258200

130

155
180300300165

130
250255300165

130
177230293300300165

1234567891011

130
300135

1
1
5
0

5
1
4

2
9
0

3
4
6

12

565

14728

5 1595 5 1100 5 1100 5 1100 5 945 5 945 5 1590 5 1590 5 1420 5 1420 5 1298

C部

2502005×300=15002802903001302304×300=12002753×250=750180160280300250320173235277300130230300200400300300320280280290300130230300300275310225

断面図

A-A断面図 B-B断面図

1150

8
1
9

1150

5
2
4

C部詳細図
5
3
0

5
3
0

エレメント定着筋

6
5
0

6
5
0

グラウト注入

グラウトホール

D16

延長床版定着筋

D19

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350

注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

製品 製品重量

2004kg

2307kg

2421kg

1850kg

1902kg

2277kg

2347kg

2416kg

2848kg

2994kg

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3625kg11

12 1321kg

平面図
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伸縮装置基礎工（その２６）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２６）

B

B

A

A

A-A断面図 B-B断面図平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=6

5
2
4

5
5
0

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
2
4

4
5
4

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
2
6

5
5
0

4
8
0

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

47.5 300 220 183 47.5

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2@250=500

150 300 300 209 209 130

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

2 D13

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
2
6

47.5 300 220 183 47.5

1298

2@250=500

1 D13

2 D13

1228

2 D13 n=14

1002

3
7
6
～

4
0
2

3
7
6
～

4
0
2

551551

100

590 590

4
5
4
～

4
8
0

4
5
4
～

4
8
0

1080

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

R=39 R=
39

R=39

R=
39

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

2@300=600 2@300=600

2
@
3
0
0
=
60
0

61

61

61 61

グラウトホール詳細図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3130 6 0.995 3.11 19

② 〃 1230 14 〃 1.22 17

36 kg合計

備考

平均長

製品 製品重量

2004kg1

製品番号：1
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伸縮装置基礎工（その２７）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２７）

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

A

A

B

B

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
5
0
・

5
79
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0
～

5
0
9 1 D13
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2
5
0 1
0
0
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1
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48 48150 150 154

3
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3
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1
0
0

1
2
9

5
7
9
・

6
0
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5
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～

5
3
8 1 D13
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2
5
0 1
0
0
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1
2
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47.5 47.5

1420

D13@300
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4
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1
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0
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5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
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0
=
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2 D13

3
4
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2
9
0

5
1
41 D13

2@300=600

47.5 D13@300 47.5
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・
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0
・
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79
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0
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・

6
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1
0
0
・
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29

2 D13

1 D13

1 D13　n=6

1350

2 D13 n=14

1002

4
0
2
～

4
60

4
0
2
～

4
60

551551
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590 590

4
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0
～

5
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4
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0
～

5
38

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2307kg

2421kg

2

3

61
61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3210 6 0.995 3.19 19

② 〃 1350 14 〃 1.34 19

38 kg合計

備考

平均長

製品番号：2・3
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伸縮装置基礎工（その２８）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２８）

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=7～8

1520

2 D13 n=14
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～
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47.5 D13@300 47.5
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2 D13
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グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2848kg

2994kg

4

5

61

61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3340 8 0.995 3.32 27

② 〃 1520 14 〃 1.51 21

48 kg合計

備考

平均長

製品番号：4・5
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伸縮装置基礎工（その２９）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その２９）

1 D13　n=5

875

2 D13 n=14
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5
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4
～

5
6
2

61

61

61

61
5
2
4
～
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・
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A

A
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B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図
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48 48

1150

150 150 1542@300=600
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製品 製品重量

1850kg

1902kg

6

7

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3440 5 0.995 3.42 17

② 〃 880 14 〃 0.876 12

29 kg合計

備考

平均長

製品番号：6・7
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伸縮装置基礎工（その３０）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３０）

1 D13　n=5～6

1030

2 D13 n=16

1002

5
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2
～

6
28

61

61

61
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～
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グラウト注入

グラウトホール
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0
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～
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0
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～
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～
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～
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5
0 1
1
0
～
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2 D13

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

製品 製品重量

2277kg

2347kg

2416kg

8

9

10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3540 6 0.995 3.52 21

② 〃 1030 16 〃 1.02 16

37 kg合計

備考

平均長

製品番号：8・9・10
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伸縮装置基礎工（その３１）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その６）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３１）

1 D13　n=7

1525

2 D13 n=16

1002

6
2
8
～

6
59

61

61

61

61
6
2
8
～

6
59

551551

100

590 590

7
0
6
～

7
37

7
0
6
～

7
37

1080

R=39 R=
39

R=39

R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
0
6

7
7
6

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
3
1

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
3
7

8
0
7

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

1595

47.5 47.5180 200 250 2702@300=600

130 293 300 300 165178 230

47.5 270 47.5

1595

250180 200 2@300=600

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
7
6

1
0
0

1
3
1

2
5
0

1
5
0

1
7
6

8
0
7

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
4

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

3625kg11

製品 製品重量

平面図

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3640 7 0.995 3.62 25

② 〃 1530 16 〃 1.52 24

49 kg合計

備考

平均長

製品番号：11
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伸縮装置基礎工（その３２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その７）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３２）

1 D13　n=3

495

2 D13 n=16

1002

6
5
9
～

6
7
1

61

61

61

61
6
5
9
～

6
7
1

551551

100

590 590

7
3
7
～

7
49

7
3
7
～

7
49

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
0
7

1
0
0

1
1
2

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
1
9

47.5 200 270 47.5

2 D13

565

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
3
7

8
0
7

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
1
2

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
4
9

8
1
9

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

565

47.5 200 270 47.5

3
4
6

2
9
0

5
1
4

130 300 135

1 D13

2 D13

1321kg12

製品 製品重量

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3680 3 0.995 3.66 11

② 〃 500 16 〃 0.498 8

19 kg合計

備考

平均長

製品番号：12
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伸縮装置基礎工（その３３）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その３３）

正面図

平面図

5

150
300 300 209209

130
167 300 200 300 300153

140
300 300 300 250

130

130
170250 300 300 300

140

130
250 250 250 250170

160
130

165
270172173165

130
150200 300 165

130
192190 258 200

130

155
180 300 300 165

130
250 255 300 165

130
177230 293 300 300 165

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

130
300135

1
1
5
0

5
1
4

2
9
0

3
4
6

12

565

14728

51595511005110051100594559455159051590514205142051298

C部

A

A

B

B

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

8
1
9

5
0

5
2
4

5
0

56551595511005110051100594559455159051590514205142051298

14728

250200 5×300=1500 280 290 300130230 4×300=1200 275 3×250=750180160280 300 250 320 173235 277 300130230 300 200 400 300 300 320 280 280 290 300130230 300 300 275 310 225

断面図

1150

8
1
9

1150

5
2
4

A-A断面図 B-B断面図

C部詳細図

5
3
0

5
3
0

エレメント定着筋

6
5
0

6
5
0

グラウト注入

グラウトホール

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350 注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

製品 製品重量

2004kg

2307kg

2421kg

1850kg

1902kg

2277kg

2347kg

2416kg

2848kg

2994kg

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3625kg11

12 1321kg

D16

延長床版定着筋

D19
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伸縮装置基礎工（その３４）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３４）

B

B

A

A

A-A断面図 B-B断面図平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=6

5
2
4

5
5
0

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
2
4

4
5
4

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
2
6

5
5
0

4
8
0

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

47.5 300 220 183 47.5

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2@250=500

150 300 300 209 209 130

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

2 D13

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
2
6

47.5 300 220 183 47.5

1298

2@250=500

1 D13

2 D13

1228

2 D13 n=14

1002

3
7
6
～

4
0
2

3
7
6
～

4
0
2

551551

100

590 590

4
5
4
～

4
8
0

4
5
4
～

4
8
0

1080

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

R=39 R=
39

R=39

R=
39

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

2@300=600 2@300=600

2
@
3
0
0
=
60
0

61

61

61 61

グラウトホール詳細図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3130 6 0.995 3.11 19

② 〃 1230 14 〃 1.22 17

36 kg合計

備考

平均長

製品 製品重量

2004kg1

製品番号：1
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伸縮装置基礎工（その３５）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３５）

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

A

A

B

B

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
5
0
・

5
79

4
8
0
～

5
0
9 1 D13

2 D13

2
5
0 1
0
0
・

1
2
9

35 1080 35

48 48150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
2
9

5
7
9
・

6
0
8

5
0
9
～

5
3
8 1 D13

2 D13

2
5
0 1
0
0
・

1
2
9

47.5 47.5

1420

D13@300

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

2 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

2@300=600

47.5 D13@300 47.5

1420

1
0
0

2
5
0

1
0
0

1
0
0
・

1
29

5
5
0
・

5
79

1
0
0

2
5
0

1
2
9

5
7
9
・

6
0
8

1
0
0
・

1
29

2 D13

1 D13

1 D13　n=6

1350

2 D13 n=14

1002

4
0
2
～

4
60

4
0
2
～

4
60

551551

100

590 590

4
8
0
～

5
38

4
8
0
～

5
38

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2307kg

2421kg

2

3

61
61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3210 6 0.995 3.19 19

② 〃 1350 14 〃 1.34 19

38 kg合計

備考

平均長

製品番号：2・3
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伸縮装置基礎工（その３６）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３６）

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=7～8

1520

2 D13 n=14

1002

4
6
0
～

5
2
4

4
6
0
～

5
2
4

551551

100

590 590

5
3
8
～

6
0
2

5
3
8
～

6
0
2

1080
R=39 R=

39

R=39

R=
39

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
3
2

1 D13

2 D13

2
5
0

2@300=600

6
4
0
・

6
72

1
5
8
・

1
90

5
7
0
～

6
02

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

2@300=600

6
0
8
・

6
4
0

1
5
8
・

1
9
0

5
3
8
～

5
7
0

1
0
0

2
5
0

1
0
0

1
5
8
・

1
90

1
0
0

2
5
0

1
3
2

6
4
0
・

6
72

1
5
8
・

1
9
0

6
0
8
・

6
40

47.5 D13@300 47.5

1590

2 D13

1 D13

2 D13

47.5 47.5

1590

D13@300

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

1 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
4

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2848kg

2994kg

4

5

61

61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3340 8 0.995 3.32 27

② 〃 1520 14 〃 1.51 21

48 kg合計

備考

平均長

製品番号：4・5
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伸縮装置基礎工（その３７）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３７）

1 D13　n=5

875

2 D13 n=14

1002

5
2
4
～

5
6
2

61

61

61

61
5
2
4
～

5
6
2

551551

100

590 590

6
0
2
～

6
4
0

6
0
2
～

6
40

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

47.5 47.5

945

D13@300

2 D13

1
0
0

2
5
0

1
0
0

2
2
2
・

2
41

6
7
2
・

6
91

1
0
0

2
5
0

1
1
9

2
2
2
・

2
41

6
9
1
・

7
1
0

47.5 D13@300 47.5

945

1 D13

2 D13

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

6
7
2
・

6
91

6
0
2
～

6
21

2
5
0

2
2
2
・

2
41

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
1
9

1 D13

2 D13

6
9
1
・

7
10

6
2
1
～

6
40

2
5
0

2
2
2
・

2
4
1

製品 製品重量

1850kg

1902kg

6

7

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3440 5 0.995 3.42 17

② 〃 880 14 〃 0.876 12

29 kg合計

備考

平均長

製品番号：6・7
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伸縮装置基礎工（その３８）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３８）

1 D13　n=5～6

1030

2 D13 n=16

1002

5
6
2
～

6
28

61

61

61

61
5
6
2
～

6
28

551551

100

590 590

6
4
0
～

7
0
6

6
4
0
～

7
0
6

1080

R=39 R=
39

R=39

R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

47.5 47.5

1100

D13@300

3
4
6

2
9
0

5
1
4

2 D13

1 D13

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0 6
4
0
～

6
84

1
5
0 1
1
0
～

1
5
4

7
1
0
～

7
54

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
2
2

1 D13

2 D13

2
5
0 6
6
2
～

7
06

1
5
0 1
1
0
～

1
5
4

7
3
2
～

7
76

47.5 D13@300 47.5

1100

1
0
0

2
5
0

1
0
0

7
1
0
～

7
54

1
0
0

2
5
0

1
2
2

7
3
2
～

7
7
6

1
5
0 1
1
0
～

1
54

1
5
0 1
1
0
～

1
54

2 D13

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

製品 製品重量

2277kg

2347kg

2416kg

8

9

10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3540 6 0.995 3.52 21

② 〃 1030 16 〃 1.02 16

37 kg合計

備考

平均長

製品番号：8・9・10
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伸縮装置基礎工（その３９）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その６）

S=1/30伸縮装置基礎工（その３９）

1 D13　n=7

1525

2 D13 n=16

1002

6
2
8
～

6
59

61

61

61

61
6
2
8
～

6
59

551551

100

590 590

7
0
6
～

7
37

7
0
6
～

7
37

1080

R=39 R=
39

R=39

R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
0
6

7
7
6

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
3
1

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
3
7

8
0
7

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

1595

47.5 47.5180 200 250 2702@300=600

130 293 300 300 165178 230

47.5 270 47.5

1595

250180 200 2@300=600

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
7
6

1
0
0

1
3
1

2
5
0

1
5
0

1
7
6

8
0
7

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
4

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

3625kg11

製品 製品重量

平面図

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3640 7 0.995 3.62 25

② 〃 1530 16 〃 1.52 24

49 kg合計

備考

平均長

製品番号：11
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伸縮装置基礎工（その４０）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A1橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その７）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４０）

1 D13　n=3

495

2 D13 n=16

1002

6
5
9
～

6
7
1

61

61

61

61
6
5
9
～

6
7
1

551551

100

590 590

7
3
7
～

7
49

7
3
7
～

7
49

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
0
7

1
0
0

1
1
2

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
1
9

47.5 200 270 47.5

2 D13

565

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
3
7

8
0
7

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
1
2

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
4
9

8
1
9

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

565

47.5 200 270 47.5

3
4
6

2
9
0

5
1
4

130 300 135

1 D13

2 D13

1321kg12

製品 製品重量

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3680 3 0.995 3.66 11

② 〃 500 16 〃 0.498 8

19 kg合計

備考

平均長

製品番号：12
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伸縮装置基礎工（その４１）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その４１）

正面図

A

A

B

B

5

123456789101112

8
1
9

5
0

5
2
4

5
0

565 5 1595 5 1100 5 1100 5 1100 5 945 5 945 5 1590 5 1590 5 1420 5 1420 5 1298

14728

5

150
300300209209

130
167300200300300153

140
300300300250

130

130
170250300300300

140

130
250250250250170

160
130

165
270172173165

130
150200300165

130
192190258200

130

155
180300300165

130
250255300165

130
177230293300300165

1234567891011

130
300135

1
1
5
0

5
1
4

2
9
0

3
4
6

12

565

14728

5 1595 5 1100 5 1100 5 1100 5 945 5 945 5 1590 5 1590 5 1420 5 1420 5 1298

C部

2502005×300=15002802903001302304×300=12002753×250=750180160280300250320173235277300130230300200400300300320280280290300130230300300275310225

断面図

A-A断面図 B-B断面図

1150

8
1
9

1150

5
2
4

C部詳細図
5
3
0

5
3
0

エレメント定着筋

6
5
0

6
5
0

グラウト注入

グラウトホール

D16

延長床版定着筋

D19

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350

注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

製品 製品重量

2004kg

2307kg

2421kg

1850kg

1902kg

2277kg

2347kg

2416kg

2848kg

2994kg

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3625kg11

12 1321kg

平面図
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伸縮装置基礎工（その４２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４２）

B

B

A

A

A-A断面図 B-B断面図平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=6

5
2
4

5
5
0

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
2
4

4
5
4

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
2
6

5
5
0

4
8
0

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

47.5 300 220 183 47.5

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2@250=500

150 300 300 209 209 130

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

2 D13

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
2
6

47.5 300 220 183 47.5

1298

2@250=500

1 D13

2 D13

1228

2 D13 n=14

1002

3
7
6
～

4
0
2

3
7
6
～

4
0
2

551551

100

590 590

4
5
4
～

4
8
0

4
5
4
～

4
8
0

1080

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

R=39 R=
39

R=39

R=
39

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

2@300=600 2@300=600

2
@
3
0
0
=
60
0

61

61

61 61

グラウトホール詳細図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3130 6 0.995 3.11 19

② 〃 1230 14 〃 1.22 17

36 kg合計

備考

平均長

製品 製品重量

2004kg1

製品番号：1
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伸縮装置基礎工（その４３）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４３）

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

A

A

B

B

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
5
0
・

5
79

4
8
0
～

5
0
9 1 D13

2 D13

2
5
0 1
0
0
・

1
2
9

35 1080 35

48 48150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
2
9

5
7
9
・

6
0
8

5
0
9
～

5
3
8 1 D13

2 D13

2
5
0 1
0
0
・

1
2
9

47.5 47.5

1420

D13@300

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

2 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

2@300=600

47.5 D13@300 47.5

1420

1
0
0

2
5
0

1
0
0

1
0
0
・

1
29

5
5
0
・

5
79

1
0
0

2
5
0

1
2
9

5
7
9
・

6
0
8

1
0
0
・

1
29

2 D13

1 D13

1 D13　n=6

1350

2 D13 n=14

1002

4
0
2
～

4
60

4
0
2
～

4
60

551551

100

590 590

4
8
0
～

5
38

4
8
0
～

5
38

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2307kg

2421kg

2

3

61
61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3210 6 0.995 3.19 19

② 〃 1350 14 〃 1.34 19

38 kg合計

備考

平均長

製品番号：2・3
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伸縮装置基礎工（その４４）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４４）

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=7～8

1520

2 D13 n=14

1002

4
6
0
～

5
2
4

4
6
0
～

5
2
4

551551

100

590 590

5
3
8
～

6
0
2

5
3
8
～

6
0
2

1080
R=39 R=

39

R=39

R=
39

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
3
2

1 D13

2 D13

2
5
0

2@300=600

6
4
0
・

6
72

1
5
8
・

1
90

5
7
0
～

6
02

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

2@300=600

6
0
8
・

6
4
0

1
5
8
・

1
9
0

5
3
8
～

5
7
0

1
0
0

2
5
0

1
0
0

1
5
8
・

1
90

1
0
0

2
5
0

1
3
2

6
4
0
・

6
72

1
5
8
・

1
9
0

6
0
8
・

6
40

47.5 D13@300 47.5

1590

2 D13

1 D13

2 D13

47.5 47.5

1590

D13@300

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

1 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
4

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2848kg

2994kg

4

5

61

61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3340 8 0.995 3.32 27

② 〃 1520 14 〃 1.51 21

48 kg合計

備考

平均長

製品番号：4・5
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伸縮装置基礎工（その４５）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４５）

1 D13　n=5

875

2 D13 n=14

1002

5
2
4
～

5
6
2

61

61

61

61
5
2
4
～

5
6
2

551551

100

590 590

6
0
2
～

6
4
0

6
0
2
～

6
40

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

47.5 47.5

945

D13@300

2 D13

1
0
0

2
5
0

1
0
0

2
2
2
・

2
41

6
7
2
・

6
91

1
0
0

2
5
0

1
1
9

2
2
2
・

2
41

6
9
1
・

7
1
0

47.5 D13@300 47.5

945

1 D13

2 D13

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

6
7
2
・

6
91

6
0
2
～

6
21

2
5
0

2
2
2
・

2
41

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
1
9

1 D13

2 D13

6
9
1
・

7
10

6
2
1
～

6
40

2
5
0

2
2
2
・

2
4
1

製品 製品重量

1850kg

1902kg

6

7

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3440 5 0.995 3.42 17

② 〃 880 14 〃 0.876 12

29 kg合計

備考

平均長

製品番号：6・7
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伸縮装置基礎工（その４６）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４６）

1 D13　n=5～6

1030

2 D13 n=16

1002

5
6
2
～

6
28

61

61

61

61
5
6
2
～

6
28

551551

100

590 590

6
4
0
～

7
0
6

6
4
0
～

7
0
6

1080

R=39 R=
39

R=39

R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

47.5 47.5

1100

D13@300

3
4
6

2
9
0

5
1
4

2 D13

1 D13

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0 6
4
0
～

6
84

1
5
0 1
1
0
～

1
5
4

7
1
0
～

7
54

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
2
2

1 D13

2 D13

2
5
0 6
6
2
～

7
06

1
5
0 1
1
0
～

1
5
4

7
3
2
～

7
76

47.5 D13@300 47.5

1100

1
0
0

2
5
0

1
0
0

7
1
0
～

7
54

1
0
0

2
5
0

1
2
2

7
3
2
～

7
7
6

1
5
0 1
1
0
～

1
54

1
5
0 1
1
0
～

1
54

2 D13

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

製品 製品重量

2277kg

2347kg

2416kg

8

9

10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3540 6 0.995 3.52 21

② 〃 1030 16 〃 1.02 16

37 kg合計

備考

平均長

製品番号：8・9・10
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伸縮装置基礎工（その４７）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その６）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４７）

1 D13　n=7

1525

2 D13 n=16

1002

6
2
8
～

6
59

61

61

61

61
6
2
8
～

6
59

551551

100

590 590

7
0
6
～

7
37

7
0
6
～

7
37

1080

R=39 R=
39

R=39

R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
0
6

7
7
6

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
3
1

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
3
7

8
0
7

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

1595

47.5 47.5180 200 250 2702@300=600

130 293 300 300 165178 230

47.5 270 47.5

1595

250180 200 2@300=600

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
7
6

1
0
0

1
3
1

2
5
0

1
5
0

1
7
6

8
0
7

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
4

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

3625kg11

製品 製品重量

平面図

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3640 7 0.995 3.62 25

② 〃 1530 16 〃 1.52 24

49 kg合計

備考

平均長

製品番号：11
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伸縮装置基礎工（その４８）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　上り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その７）

S=1/30伸縮装置基礎工（その４８）

1 D13　n=3

495

2 D13 n=16

1002

6
5
9
～

6
7
1

61

61

61

61
6
5
9
～

6
7
1

551551

100

590 590

7
3
7
～

7
49

7
3
7
～

7
49

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
0
7

1
0
0

1
1
2

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
1
9

47.5 200 270 47.5

2 D13

565

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
3
7

8
0
7

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
1
2

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
4
9

8
1
9

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

565

47.5 200 270 47.5

3
4
6

2
9
0

5
1
4

130 300 135

1 D13

2 D13

1321kg12

製品 製品重量

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3680 3 0.995 3.66 11

② 〃 500 16 〃 0.498 8

19 kg合計

備考

平均長

製品番号：12
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伸縮装置基礎工（その４９）

1/60

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ構造図

S=1/60伸縮装置基礎工（その４９）

正面図

平面図

5

150
300 300 209209

130
167 300 200 300 300153

140
300 300 300 250

130

130
170250 300 300 300

140

130
250 250 250 250170

160
130

165
270172173165

130
150200 300 165

130
192190 258 200

130

155
180 300 300 165

130
250 255 300 165

130
177230 293 300 300 165

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

130
300135

1
1
5
0

5
1
4

2
9
0

3
4
6

12

565

14728

51595511005110051100594559455159051590514205142051298

C部

A

A

B

B

5

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

8
1
9

5
0

5
2
4

5
0

56551595511005110051100594559455159051590514205142051298

14728

250200 5×300=1500 280 290 300130230 4×300=1200 275 3×250=750180160280 300 250 320 173235 277 300130230 300 200 400 300 300 320 280 280 290 300130230 300 300 275 310 225

断面図

1150

8
1
9

1150

5
2
4

A-A断面図 B-B断面図

C部詳細図

5
3
0

5
3
0

エレメント定着筋

6
5
0

6
5
0

グラウト注入

グラウトホール

伸縮装置基礎B

伸縮装置基礎A

206 320 470 290 414

650 1150

350 注）伸縮装置基礎はﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄを使用する。

製品 製品重量

2004kg

2307kg

2421kg

1850kg

1902kg

2277kg

2347kg

2416kg

2848kg

2994kg

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

3625kg11

12 1321kg

D16

延長床版定着筋

D19
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伸縮装置基礎工（その５０）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その１）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５０）

B

B

A

A

A-A断面図 B-B断面図平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=6

5
2
4

5
5
0

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
2
4

4
5
4

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
2
6

5
5
0

4
8
0

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

47.5 300 220 183 47.5

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2@250=500

150 300 300 209 209 130

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

2 D13

1
0
0

1
0
0

1
0
0

1
2
6

47.5 300 220 183 47.5

1298

2@250=500

1 D13

2 D13

1228

2 D13 n=14

1002

3
7
6
～

4
0
2

3
7
6
～

4
0
2

551551

100

590 590

4
5
4
～

4
8
0

4
5
4
～

4
8
0

1080

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

R=39 R=
39

R=39

R=
39

2
5
0

7
4

2
5
0

7
4

2@300=600 2@300=600

2
@
3
0
0
=
60
0

61

61

61 61

グラウトホール詳細図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3130 6 0.995 3.11 19

② 〃 1230 14 〃 1.22 17

36 kg合計

備考

平均長

製品 製品重量

2004kg1

製品番号：1
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伸縮装置基礎工（その５１）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その２）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５１）

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

A

A

B

B

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

5
5
0
・

5
79

4
8
0
～

5
0
9 1 D13

2 D13

2
5
0 1
0
0
・

1
2
9

35 1080 35

48 48150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
2
9

5
7
9
・

6
0
8

5
0
9
～

5
3
8 1 D13

2 D13

2
5
0 1
0
0
・

1
2
9

47.5 47.5

1420

D13@300

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

2 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

2@300=600

47.5 D13@300 47.5

1420

1
0
0

2
5
0

1
0
0

1
0
0
・

1
29

5
5
0
・

5
79

1
0
0

2
5
0

1
2
9

5
7
9
・

6
0
8

1
0
0
・

1
29

2 D13

1 D13

1 D13　n=6

1350

2 D13 n=14

1002

4
0
2
～

4
60

4
0
2
～

4
60

551551

100

590 590

4
8
0
～

5
38

4
8
0
～

5
38

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2307kg

2421kg

2

3

61
61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3210 6 0.995 3.19 19

② 〃 1350 14 〃 1.34 19

38 kg合計

備考

平均長

製品番号：2・3
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伸縮装置基礎工（その５２）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その３）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５２）

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

1 D13　n=7～8

1520

2 D13 n=14

1002

4
6
0
～

5
2
4

4
6
0
～

5
2
4

551551

100

590 590

5
3
8
～

6
0
2

5
3
8
～

6
0
2

1080
R=39 R=

39

R=39

R=
39

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
3
2

1 D13

2 D13

2
5
0

2@300=600

6
4
0
・

6
72

1
5
8
・

1
90

5
7
0
～

6
02

35 1080 35

48 48

1150

150 150 154

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

2@300=600

6
0
8
・

6
4
0

1
5
8
・

1
9
0

5
3
8
～

5
7
0

1
0
0

2
5
0

1
0
0

1
5
8
・

1
90

1
0
0

2
5
0

1
3
2

6
4
0
・

6
72

1
5
8
・

1
9
0

6
0
8
・

6
40

47.5 D13@300 47.5

1590

2 D13

1 D13

2 D13

47.5 47.5

1590

D13@300

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

1 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
4

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

製品 製品重量

2848kg

2994kg

4

5

61

61

61 61

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3340 8 0.995 3.32 27

② 〃 1520 14 〃 1.51 21

48 kg合計

備考

平均長

製品番号：4・5
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伸縮装置基礎工（その５３）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その４）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５３）

1 D13　n=5

875

2 D13 n=14

1002

5
2
4
～

5
6
2

61

61

61

61
5
2
4
～

5
6
2

551551

100

590 590

6
0
2
～

6
4
0

6
0
2
～

6
40

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

3
4
6

2
9
0

5
1
41 D13

47.5 47.5

945

D13@300

2 D13

1
0
0

2
5
0

1
0
0

2
2
2
・

2
41

6
7
2
・

6
91

1
0
0

2
5
0

1
1
9

2
2
2
・

2
41

6
9
1
・

7
1
0

47.5 D13@300 47.5

945

1 D13

2 D13

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

6
7
2
・

6
91

6
0
2
～

6
21

2
5
0

2
2
2
・

2
41

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
1
9

1 D13

2 D13

6
9
1
・

7
10

6
2
1
～

6
40

2
5
0

2
2
2
・

2
4
1

製品 製品重量

1850kg

1902kg

6

7

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3440 5 0.995 3.42 17

② 〃 880 14 〃 0.876 12

29 kg合計

備考

平均長

製品番号：6・7
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伸縮装置基礎工（その５４）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その５）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５４）

1 D13　n=5～6

1030

2 D13 n=16

1002

5
6
2
～

6
28

61

61

61

61
5
6
2
～

6
28

551551

100

590 590

6
4
0
～

7
0
6

6
4
0
～

7
0
6

1080

R=39 R=
39

R=39

R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

47.5 47.5

1100

D13@300

3
4
6

2
9
0

5
1
4

2 D13

1 D13

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0 6
4
0
～

6
84

1
5
0 1
1
0
～

1
5
4

7
1
0
～

7
54

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
2
2

1 D13

2 D13

2
5
0 6
6
2
～

7
06

1
5
0 1
1
0
～

1
5
4

7
3
2
～

7
76

47.5 D13@300 47.5

1100

1
0
0

2
5
0

1
0
0

7
1
0
～

7
54

1
0
0

2
5
0

1
2
2

7
3
2
～

7
7
6

1
5
0 1
1
0
～

1
54

1
5
0 1
1
0
～

1
54

2 D13

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

製品 製品重量

2277kg

2347kg

2416kg

8

9

10

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3540 6 0.995 3.52 21

② 〃 1030 16 〃 1.02 16

37 kg合計

備考

平均長

製品番号：8・9・10
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伸縮装置基礎工（その５５）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その６）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５５）

1 D13　n=7

1525

2 D13 n=16

1002

6
2
8
～

6
59

61

61

61

61
6
2
8
～

6
59

551551

100

590 590

7
0
6
～

7
37

7
0
6
～

7
37

1080

R=39 R=
39

R=39

R=
39

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
0
6

7
7
6

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
3
1

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
3
7

8
0
7

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

1595

47.5 47.5180 200 250 2702@300=600

130 293 300 300 165178 230

47.5 270 47.5

1595

250180 200 2@300=600

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

1
7
6

7
7
6

1
0
0

1
3
1

2
5
0

1
5
0

1
7
6

8
0
7

1 D13

2 D13

1 D13

2 D13

3
4
6

2
9
0

5
1
4

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

3625kg11

製品 製品重量

平面図

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3640 7 0.995 3.62 25

② 〃 1530 16 〃 1.52 24

49 kg合計

備考

平均長

製品番号：11
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伸縮装置基礎工（その５６）

1/30

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

A2橋台　下り線　伸縮装置基礎工Ｂ配筋図（その７）

S=1/30伸縮装置基礎工（その５６）

1 D13　n=3

495

2 D13 n=16

1002

6
5
9
～

6
7
1

61

61

61

61
6
5
9
～

6
7
1

551551

100

590 590

7
3
7
～

7
49

7
3
7
～

7
49

1080
R=39 R=

39

R=39
R=
39

1
0
0

1
0
0

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
0
7

1
0
0

1
1
2

2
5
0

1
5
0

2
0
7

8
1
9

47.5 200 270 47.5

2 D13

565

1 D13

A

A

B

B

A-A断面図 B-B断面図

グラウトホール詳細図

平面図

正面図 鉄筋加工図

φ80φ80

φ80φ80

グラウト注入

グラウトホール

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
0
0

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
3
7

8
0
7

35 1080 35

48 48

1150

150 150 1542@300=600

3
5

3
5

1
0
0

1
1
2

1 D13

2 D13

2
5
0

1
5
0

2
0
7

7
4
9

8
1
9

4
8

4
8

1
1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
4

2
@
3
0
0
=
60
0

565

47.5 200 270 47.5

3
4
6

2
9
0

5
1
4

130 300 135

1 D13

2 D13

1321kg12

製品 製品重量

記号 径 長さ(mm) 本数 単位質量(kg/m) 1本当り質量(kg) 質量(kg) 摘要

(SD295)
鉄筋質量表

① D13 3680 3 0.995 3.66 11

② 〃 500 16 〃 0.498 8

19 kg合計

備考

平均長

製品番号：12
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車線シフト詳細図（その１）
中分側施工時

車線シフト詳細図（その１）

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/―

0
.7
5
m至 東京 至 青森

利根川橋

641.8m

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

利根高架橋

171.9m

850.0m 190.0m
3
.
0
0
m

3
.
0
0
m

0
.7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

0
.
7
5
m

3
.
0
0
m

0
.7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

190.0m

0
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
0
0
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

2
.
5
0
m

0
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0m

3
.
5
0
m

2
.
5
0
m

0
.
7
5
m

路面標示消去Ａ(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)1010.0m(換算延長1346.6m)

路面標示消去Ａ(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)1010.0m(換算延長1346.6m)

本線シフト区間　L=190.0ｍ縮小路肩連続区間　L=850.0ｍ本線シフト区間　L=190.0ｍ

路面標示JIS規格型Ａ１(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

路面標示JIS規格型Ｂ１(外側線W=20cm)1230.0m

路面標示JIS規格型Ｂ１(外側線W=20cm)1230.0m

L=1230.0ｍ

 路面標示JIS規格型Ｂ１(外側線W=20cm)1230.0m

 路面標示JIS規格型Ａ１(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

 路面標示JIS規格型Ｂ１(外側線W=20cm)1230.0m

2
.
5
0

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0m

0
.
7
5
m

2
.
5
0

0
.
7
5

0
.
7
5
m

0
.
7
5

0
.
7
5
m

KP
.43

.2
29

A1 A2
90.8m

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

Ａ

Ａ
KP
.43

.1
21

KP
.43

.8
71

KP
.43

.9
71

KP
.44

.1
61

KP.
43.

138

中分施工ヤード

路面標示消去Ｃ(W=30cm)54.9㎡(延長61.0ｍ、実延長30.5ｍ×6)

KP
.43

.0
00

路面標示消去Ｃ(W=30cm)99.0㎡(延長110.0ｍ、実延長55.0ｍ×6)

KP
.44

.1
00

路面標示消去Ｃ(W=30cm)99.0㎡(延長110.0ｍ、実延長55.0ｍ×6)

KP
.43

.0
41

仮設防護柵設置撤去C 621.8m

突起型路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)110.0m(換算延長146.6m) 突起型路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)110.0m(換算延長146.6m)

突起型路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)110.0m(換算延長146.6m)

路面標示JIS規格型Ｂ３(外側線W=20cm)190.0m 路面標示JIS規格型Ｂ３(外側線W=20cm)190.0m

路面標示JIS規格型Ｂ３(外側線W=20cm)190.0m路面標示JIS規格型Ｂ３(外側線W=20cm)190.0m

KP
.44

.0
61

18.1m 100.0m

仮設防護柵設置撤去C 621.8m

KP
.42

.9
31

(4㎝、W2.25m、L=100.0m)225.0㎡

切削オーバーレイ工Ａ１(4㎝、W2.25m、L=100.0m)225.0㎡切削オーバーレイ工Ｄ(4㎝、W2.25m、L=18.1m)40.7㎡

切削オーバーレイ工

(4㎝、W2.25m、L=18.1m)40.7㎡
切削オーバーレイ工Ａ１ 切削オーバーレイ工Ｄ

100.0m

KP
.44

.0
51

突起型路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)110.0m(換算延長146.6m)

90.0m

仮設防護柵設置撤去A 100.0m仮設防護柵設置撤去A 90.8m仮設防護柵設置撤去C 171.9m

仮設防護柵設置撤去A 290.0m仮設防護柵設置撤去A 90.8m

仮設防護柵設置撤去A 18.1m
（アンカーピン有り）（アンカーピン無し）（アンカーピン有り）（アンカーピン無し）（アンカーピン有り）

（アンカーピン有り）（アンカーピン有り） （アンカーピン無し）

KP
.42

.9
66

7625 7625

750 750 750 14500 50014500500

500 33000 500

34000

4@3300=13200 11801370 1180 4@3300=13200 1370

750

15750 1500 15750

PHPH

3500 3500 3500750 30001750 350035003500 750750 1750

2.0%

路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線 路肩第一走行車線第二走行車線追越車線

2.0%

750

Ａ-Ａ断面(その１)シフト後

750 750

S=1/250

3500 3500 3500750 30001750 350035003500 750750 1750750750 750

7625 7625

750 750 750 14500 50014500500

500 33000 500

34000

4@3300=13200 11801370 1180 4@3300=13200 1370

750

15750 1500 15750

Ａ-Ａ断面(現況)

PHPH

2.0%

路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線 右路肩 中分 路肩第一走行車線第二走行車線追越車線右路肩

2.0%

S=1/250
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車線シフト詳細図（その２）
路肩側施工時

車線シフト詳細図(その２)

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/―

至 東京 至 青森

利根川橋

641.8m

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

利根高架橋

171.9m

850.0m
3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

3
.
0
0
m

0
.7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

0
.
7
5
m

3
.
0
0
m

0
.7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

0
.
7
5
m

路面標示消去Ａ(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)1230.0m(換算延長1640.0m)

路面標示消去Ａ(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)1230.0m(換算延長1640.0m)

路面標示標準型Ａ１(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

路面標示標準型Ａ１(中央破線W=15cm×2)2460.0m(実延長984.0m)

突起型路面標示Ｂ２-１(外側線W=20cm)1230.0m

A1 A2
90.8m18.1m

80.0m

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
7
5
m

突起型路面標示Ｂ２-１(外側線W=20cm)1230.0m

3
.
7
5
m

0
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

0
.7
5
m

100.0m

80.0m

0
.
7
5
m

2
.2
5
m

2
.
2
5
m

0
.7
5
m

KP
.43

.2
29

KP
.42

.9
31

KP
.43

.1
21

KP
.43

.8
71

KP
.43

.9
71

KP
.44

.0
51

KP.
43.

138KP
.43

.0
41

KP
.44

.1
61

Ａ

Ａ

路面標示標準型Ｃ１(W=30cm)512.1㎡(延長569.0ｍ、実延長284.5ｍ×6) 路面標示標準型Ｃ１(W=30cm)54.9㎡(延長61.0ｍ、実延長30.5ｍ×6)

路面標示標準型Ｃ１(W=30cm)62.1㎡(延長69.0ｍ、実延長34.5ｍ×6)

0
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

0
.7
5
m

0
.
7
5
m

2
.2
5
m

2
.
2
5
m

0
.7
5
m

仮設防護柵設置撤去A 50.0m

（アンカーピン有り）

仮設防護柵設置撤去C 621.8m

（アンカーピン無し）

仮設防護柵設置撤去A 90.8m

（アンカーピン有り）

仮設防護柵設置撤去C 97.0m

（アンカーピン無し）

仮設防護柵設置撤去A 180.0m

（アンカーピン有り）
仮設防護柵設置撤去C 621.8m仮設防護柵設置撤去A 50.0m

（アンカーピン有り） （アンカーピン無し）

KP
.44

.1
00

KP
.43

.5
00

KP
.43

.0
00

路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)1230.0m(換算延長1640.0m)

路面標示消去Ｂ(外側線W=20cm)1230.0m(換算延長1640.0m)

突起型路面標示Ｂ２-１(外側線W=20cm)1230.0m

突起型路面標示Ｂ２-１(外側線W=20cm)1230.0m

Ａ-Ａ断面(その２)シフト後

7625 7625

750 750 750 14500 50014500500

500 33000 500

34000

4@3300=13200 11801370 1180 4@3300=13200 1370

750

15750 1500 15750

PHPH

3500 3500 3500750 30001750 350035003500 750750 1750

2.0%

路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線 路肩第一走行車線第二走行車線追越車線

2.0%

750

Ａ-Ａ断面(その１)シフト後

750 750

S=1/250 S=1/250

76257625

75075075014500500 14500 500

50033000500

34000

4@3300=132001180 137011804@3300=132001370

750

15750150015750

PH PH

350037503500 22503000 7503500 3750 3500 750

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線右路肩中分路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線 右路肩

750

2.0%

2250 750

2.0%
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車線シフト詳細図（その３）
復旧時

車線シフト詳細図（その３）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

至 東京 至 青森

利根川橋

641.8m

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

利根高架橋

171.9m

850.0m 190.0m
3
.
0
0
m

0
.7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
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0
m

0
.
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m

3
.
0
0
m

0
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5
m

3
.
5
0
m
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.
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m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

190.0m
3
.
5
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m

3
.
7
5
m

3
.
5
0
m

3
.
0
0
m

3
.
7
5
m

3
.
0
0
m

3
.
5
0
m

3
.
5
0
m

0
.
7
5
m

A1 A2
90.8m18.1m 290.0m

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

KP
.43

.2
29

KP
.42

.9
31

KP
.43

.1
21

KP
.43

.5
00

KP
.43

.8
71

KP
.43

.9
71

KP
.44

.1
61

KP.
43.

138

Ａ

Ａ
KP
.44

.1
00

KP
.43

.0
00

KP
.42

.9
66

76257625

75075075014500500 14500 500

50033000500

34000

4@3300=132001180 137011804@3300=132001370

750

15750150015750

PH PH

350037503500 30003000 750

2.0%

3500 3750 35003000 750

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線右路肩中分路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線 右路肩

2.0%

Ａ-Ａ断面(その２)シフト後 Ａ-Ａ断面(その３)復旧後S=1/250 S=1/250

76257625

75075075014500500 14500 500

50033000500

34000

4@3300=132001180 137011804@3300=132001370

750

15750150015750

PH PH

350037503500 22503000 7503500 3750 3500 750

路肩第一走行車線第二走行車線追越車線右路肩中分路肩 第一走行車線 第二走行車線 追越車線 右路肩

750

2.0%

2250 750

2.0%
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切削オーバーレイ工詳細図

1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

切削オーバーレイ工詳細図 S=1/20

切削オーバーレイ工 Ａ１(ｔ＝4cm）

35007502250250500

300 第一走行車線

3000750

タックコート（PKM-T)

路面切削

切削オーバーレイ工 Ｄ（ｔ＝4cm）

35007502250250500

第一走行車線

3000750

高機能舗装Ⅱ型用混合物(t=40)

タックコート（PK-4)

密粒度アスファルト混合物(t=40)

路面切削

"a"

切削オーバーレイ工Ａ１にて切削

"a"部詳細
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舗　設　工

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

舗　設　工 S=1/200

平 面 図

至 青森

至 東京

14728 6145 14728

鋼製パラペット ＲＣパラペット 鋼製パラペット

A2橋台

至 青森

至 東京

14728 6145 14728

鋼製パラペット ＲＣパラペット 鋼製パラペット

564 1573

1
2
8
7

1
4
3
7

5641573

1
2
8
7

1
4
3
7

564 1573

1
2
8
7

1
4
3
7

5641573

1
2
8
7

1
4
3
7

A1橋台

断 面 図

鋼製パラペット部

至 東京 至 青森

380687

1287

"a"部

220

ＲＣパラペット部

至 東京 至 青森
1437

基層用遮水性アスファルト(60mm)

アスファルト安定処理(200mm)

粒状路盤(300mm)

高機能舗装Ⅱ型(40mm)

高機能Ⅱ型用混合物 4
0

2
0
0

アスファルト安定処理混合物

アスファルト安定処理混合物

基層用遮水性アスファルト混合物

標準舗装構成図

粒状路盤 3
0
0

6
0

アスファルト安定処理(230mm)

基層用遮水性アスファルト(60mm)

アスファルト安定処理(200mm)
粒状路盤(300mm)

高機能舗装Ⅱ型(40mm)

アスファルト安定処理(95mm)

"a"部詳細図 S=1/50
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撤去・設置工図（その１）

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

－

撤去・設置工図（その１）

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

/

至 東京 至 青森

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

中分

路肩

第一走行車線

第二走行車線

追越車線

下り線

上り線

利根川橋

641.8m
A1 A2

90.8m 100.0m

KP
.4
3.
22
9 KP

.4
3.
87
1

KP
.4
3.
97
1

KP
.4
3.
13
8

防護柵撤去設置 Gr-SBm-2E(S) L=90.0

距離標撤去設置(KP43.2) N=1

立入防止柵撤去設置 一般型非積雪地用A L=8.0

樹木伐採 L=5.0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

撤
去

設
置

 
A
=
5.
1
ｍ
2

立
入

防
止

柵
撤

去
設

置
 
一

般
型

非
積

雪
地

用
B
 
L
=
4
1
.
0
ｍ

(
新

材
L
=
1
4
.
0
)
(
再
設
置

L=
27
.
0m
)

伸
縮

装
置

撤
去

 
L
=
3
1
.3
ｍ

視線誘導標撤去設置 A2-2 N=2

橋歴板撤去設置 N=1

橋名板撤去設置 N=1

眩光防止網撤去設置 A1 L=90

防護柵撤去設置 Gr-SBm-2E(S) L=20.0

距離標撤去設置(KP43.9) N=1

LED標識撤去設置 N=1

樹木伐採 L=5.0

視線誘導標撤去設置 A2-2 N=2

眩光防止板撤去設置 Type Ai N=22

防護柵撤去設置 Gr-SBm-2E(S) L=90.0

立入防止柵撤去設置 一般型非積雪地用A L=8.0

視線誘導標撤去設置 A2-2 N=2 視線誘導標撤去設置 A2-2 N=2

橋歴板撤去設置 N=1

橋名板撤去設置 N=1

防護柵撤去設置 Gr-SBm-2E L=70.0

コ
ン

ク
リ

ー
ト

ブ
ロ

ッ
ク

撤
去

設
置

 
A
=
1.
8
ｍ
2

立
入

防
止

柵
撤

去
設

置
 
一

般
型

非
積

雪
地

用
B
 
L
=
4
1
.
0
ｍ

(
新

材
L
=
1
4
.
0
m
)
(
再
設

置
L=
27
.0
m
)

伸
縮

装
置

撤
去

 
L
=
3
1
.3
ｍ

防護柵撤去設置 Gr-SBm-2E(S) L=20.0

中分側

路肩側

中分側

中分施工ヤード

KP
.4
4.
40
0

ガードケーブル Gc-A-7E L=529.0防護柵撤去設置 Gr-A-4E L=8.0

ガードケーブル端末撤去 Gc-A-T1 N=1 ガードケーブル端末設置 Gc-A-T1 N=1

仮設防護柵設置撤去A(アンカーピン有り) L=529.0

ガードケーブル Gc-A-7E L=529.0防護柵撤去設置 Gr-A-4E L=15.0

ガードケーブル端末撤去 Gc-A-T1 N=1 ガードケーブル端末設置 Gc-A-T1 N=1

仮設防護柵設置撤去A（ガードケーブル撤去設置期間） L=529.0

KP
.4
3.
88
4

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0

防護柵設置撤去 Gr-A-2B(BP) L=4.0

仮設防護柵設置撤去C(アンカーピン無し) L=100.0

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0

仮設防護柵設置撤去C(アンカーピン無し) L=100.0

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0

防護柵設置撤去 Gr-A-2B(BP) L=4.0

防護柵設置撤去 Gr-A-2B(BP) L=4.0

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0

防護柵設置撤去 Gr-A-2B(BP) L=4.0

防護柵撤去設置 Gr-A-4E L=9.0

路肩側

防護柵撤去設置 Gr-A-4E L=8.0

単柱標識撤去設置 N=1

視線誘導標撤去設置 A2-2 N=1

視線誘導標撤去設置 A2-2 N=1視線誘導標撤去設置 A2-2 N=1

仮設段差防止装置撤去設置 N=3仮設段差防止装置撤去設置 N=3

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0

仮設防護柵設置撤去B(ホールインアンカー型)L=4.0
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撤去・設置工図（その２）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体

撤去・設置工図（その２） S=1/60

上部工排水管　A1橋台 L側,R側（外主構）[1組分]

注記)

1.特記なき材質は全てSS400とする。

  亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

2.※印以外の部材は溶融亜鉛めっきとする。

  但し、板厚3.2mm以上6mm未満の部材はHDZT63、

  ボルト・ナット及び板厚3.2mm未満の部材は

  HDZT49とすること。

CL

配置図

P1A1 P2

1
70
0
0

1
7
0
00

中主構

450 78400 80000 80000

319300

P7 A2P6

450784008000080000

319300

外主構R側

外主構L側

図示

中主構(CL)に対して線対称

側面図（改造前）

A

A - A

A

外主構L側

P1側

中
主
構

側

外主構R側

A1

A1

1.10%

3
3
0

3
3
0

5
09

1870 370

286 1860 354

2146(切断撤去)

4000

金具
撤去

金具
撤去

4
9
6

4
5
2
8
6

90°エルボ管

インクリーザ

伸縮管

6
3
8

2
5
0インクリーザ

排水勾配 既設排水管

1 - VP 300A x1978

1 - VP 300A x 654

直管

1箇所あたり

撤去材料

1 - VP 300A x 364

1 - インクリーザ VP 200A x VP 300A

1 - VP 300A 90°エルボ管

1 - 伸縮管 200A

1 - インクリーザ VP 150A x VP 200A

2 - VP 150A 90°大曲り管

1 - VP 150A x1819

509

2
86

2.00%
排水勾配

6001559

2471659253
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側面図（改造後）
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主

構
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外主構R側
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EX3
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0L5
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1650 1650

1 -

加工管

L5

1 -

伸縮管

EX3

1 - L6

EX3

200

200

S2

3.※※は、排水金具のフランジとウェブは直角に

  製作し、排水勾配に合わせて現地取付とする。
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1500 1500

1 - VP 150A用 蓋

大曲り管
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B6 -1

2 - VP 300A 45°エルボ管

1 - VP 300A x 930

1 - VP 300A x 567 (スリーブなし)
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1箇所あたり

新設材料
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45°エルボ管
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排水金具撤去

1600

1
40
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75

S2

800

1060

2660

5
3

2
6
0

1
0
0

S2L7

排水金具撤去

アンカーボルトのみ流用

大曲り管

1 - L7

1200

1 -

加工管

T2

1 - L2

T2

T2

L2

鋼製ブラケット

排
水

型

伸
縮
装
置

鋼製ブラケット

1600

S2

350（ジャッキダウン後撤去）

1977.1

3
8
5
.
2

VP 300A-VP 250A

VP 250A

VP 250A-VP 150A

VP 150A

VP 150A

2

1

21

3

21

4

伸縮管
EX3（VP 250A用）

φ270

φ355

φ267

1
0
44

2
7
0

4
7
3

2
50

3
38

1
49

1
0
0

1
4
9

3
08

1

製作数

1

A1橋台

A2橋台

水平方向　設計移動量

 　温度移動量：（橋軸）136㎜（±60℃）

 　L1地震　　：（橋軸）71㎜（橋直）12㎜

伸縮管　許容偏心量

 　常時　　：±160㎜

 　地震時　：±320㎜

100

FRP補強

2.00%

1850

2
50

6
08

R250

L6

A1<A2>橋台　製作数=1<1>

VP 250A

250

1060

R 250

100

2
6
0

1
0
0

既
設
排
水

管 φ165

1
0
0

塩ビ溶接加工

FRP補強

φ267

新
規

排
水

管

現
地

で
の

F
R
P
補
強

工場でのFRP補強

L7

A1<A2>橋台　製作数=1<1>

VP 250A-VP 150A

20 980<480>

1009<509>

1
9
0

20

2
1
0

4
0

1
1
0

40

170

40 70

3
0
 
　

4
03
0

1
0
0

1
2
0
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1
0

418
47

20   　27

47

2027　

324

6
6

1 - CONN PL 170 x 12 x 190 (SM400A)

1 - PL 120 x 9 x 980<480> (SM400A)

1 - PL 201 x 9 x 980<480> (SM400A)

1 - PL 100 x 4.5 x 925

4 - HTB  M22 x 65 (F8T)

4 - BN  M10 x 30 (1-UN,1-W付)

40

1箇所あたり

B6 (2<1>箇所)

765

4-φ13孔(バンドPL)
4-13x28長孔(ブラケット)

B3-1 327

B3-2 327

H1

H

94709

4-φ25孔(本体付)
4-25x52長孔(ブラケット)

取付金具天端

1
0
0

94
.
5
1
57
.
5

1
6
2

φ
31
8

3 
 　

4.
5

ゴム板 t=3mm
(金具に接着)

100

1 - ゴム板 100 x 3 x 504 (クロロプレンゴム)

1 - ゴム板 100 x 3 x 100 (クロロプレンゴム)

     1.10% ※※
排水勾配

1
2

9
 
 
　

235

-2B6 -1 < >,

取付金具詳細図 S=1/20

8
02
0

4
0

2
0
 
 
　

2020 　

40

40

6

200

179.8178.3

54.3 40

80

40

2
0
0

5
0

1
0
0

4.
5

4 .
5

6

1 - PL 80 x 6 x 200 (SM400A)

1 - PL 80 x 6 x  54 (SM400A)

2 - PL 80 x 4.5 x 503

2 - BN  M12 x 40 (1-UN,2-W付)

2 - スリーブ打込み式アンカー  M12 x 100

1箇所あたり

S2

4

2-φ15孔(バンドPL)

2-15x32長孔

(4箇所)

40

40

2
0

4
0

2
0
 
 
　

2-φ15孔

2 - BN  M12 x 35 (1-UN,2-W付)

2020 　

4
.
5
 
 
 
　

5 4
.
5

2-15x20長孔(金具)

5
0

下部工付既設金具(撤去)
200 4040

3
0

3
0

3
0

4.
530

4040

6 - PL 80 x 6 x 316

6 - PL 80 x 4.5 x 398

6 - BN  M12 x 35 (1-UN付)

撤去材料(3ヶ所分)

4.
5
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1
8
1
.
6

1
8
1
.
6

<
1
3
1
.
6
>

<
1
3
1.
6
>6
8
2
.
5

R8
2.
5

4.
5

40
4
0

57 6 57

120

4
.
5

4
0
4
0

30 30 174 30 30

174

4 - スリーブ打込み式アンカー

M12 x 100

2 - PL 80 x 6 x 294

1 - PL 80 x 6 x 134

4 - BN  M12 x 30 (1-UN付)

4 - スリーブ打込み式アンカー M12 x 100

撤去材料(2ヶ所分)

2 - PL 80 x 4.5 x 551

1 - PL 80 x 6 x 184

2 - PL 80 x 6 x 120

※

 2 - PL 200 x 6 x 1644

 2 - PL 200 x 6 x  660

排水管改造部

撤去材料

 8 - BN M12 x 55 (1-UN,1-W付)

 2 - PL 100 x 4.5 x  924

 8 - BN M10 x 30 (1-W付)

 2 - PL 120 x 6 x  210

 2 - PL 100 x 6 x  494

 2 - PL 184 x 6 x  484

495

4
8
0

82.5 82.5

660

6

6 6

500

6 494

4
.
5

1
5
9

6
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10484

1
0
0
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2
0

1
0

1
0
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50 50318

上部工付既設金具(撤去) (2箇所)

2
0
0

6
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撤去・設置工図（その３）

図示

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

エム・エム ブリッジ株式会社・鉄建建設株式会社

東北自動車道　利根川橋耐震補強工事特定建設工事共同企業体図示

中主構(CL)に対して線対称

側面図

A

A - A

A

現状図

外主構L側

P7側

中
主
構

側

外主構R側

A2

A2

1.10%
2
8
0

2
80

5
0
9

1870370

2861860354

2146 (切断撤去)

4000

金具
撤去

金具
撤去

4
4
6

4
5

2
8
6

90°エルボ管

インクリーザ

伸縮管

6
3
8

2
5
0

インクリーザ

排水勾配既設排水管

1 - VP 300A x 1978

1 - VP 300A x 654

直管

1箇所あたり

撤去材料

1 - VP 300A x 364

1 - インクリーザ VP 200A x VP 300A

1 - VP 300A 90°エルボ管

1 - 伸縮管 200A

1 - インクリーザ VP 150A x VP 200A

2 - VP 150A 90°大曲り管

1 - VP 150A x 1819

509

2
8
6

2.00%
排水勾配

6001559

2471659253

2159

側面図

改造図

B - B
B

B

C

C - C

C

外主構L側

P7側 中
主

構
側

外主構R側

A2

A2

1.10%

5
0
9

20501350

2500300

4000

排水勾配
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2
0 3
30
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2.00%
排水勾配
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2659

D - D

D
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B6 -1B6 -2

EX3
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1 -

加工管
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1 -

伸縮管
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1500 1500

1 - VP 150A用 蓋

大曲り管

蓋
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B6 -1

2 - VP 300A 45°エルボ管

1 - VP 300A x 930

1 - VP 300A x 567 (スリーブなし)

直管

1

2

1箇所あたり

新設材料
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1

400

45°エルボ管
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排水金具撤去
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2660

5
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2
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1
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S2L7

排水金具撤去

アンカーボルトのみ流用

大曲り管

1 - L7

1200

1 -

加工管

T2

1 - L2

T2

T2

L2

鋼製ブラケット

排
水
型

伸
縮

装
置

鋼製ブラケット

1600

S2

350（ジャッキダウン後撤去）

CL

配置図

P1A1 P2

1
7
0
00

1
7
0
0
0 中主構

450 78400 80000 80000

319300

P7 A2P6

450784008000080000

319300

外主構R側

外主構L側

図示

中主構(CL)に対して線対称

注記)

1.特記なき材質は全てSS400とする。

  亜鉛の付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

2.※印以外の部材は溶融亜鉛めっきとする。

  但し、板厚3.2mm以上6mm未満の部材はHDZT63、

  ボルト・ナット及び板厚3.2mm未満の部材は

  HDZT49とすること。

3.※※は、排水金具のフランジとウェブは直角に

  製作し、排水勾配に合わせて現地取付とする。

VP 300A-VP 250A

VP 250A

VP 250A-VP 150A

VP 150A

VP 150A

2

1

2 1

3

4

撤去・設置工図（その３） S=1/60

上部工排水管　A2橋台 L側,R側（外主構）[1組分]
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1 - CONN PL 170 x 12 x 190 (SM400A)

1 - PL 120 x 9 x 980<480> (SM400A)

1 - PL 201 x 9 x 980<480> (SM400A)

1 - PL 100 x 4.5 x 925

4 - HTB  M22 x 65 (F8T)

4 - BN  M10 x 30 (1-UN,1-W付)

※

40

1箇所あたり

B6 (2<1>箇所)

765

4-φ13孔(バンドPL)
4-13x28長孔(ブラケット)

B3-1 277

B3-2 277

H1

H

94709

4-φ25孔(本体付)
4-25x52長孔(ブラケット)

取付金具天端
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4.
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ゴム板 t=3mm
(金具に接着)

100

1 - ゴム板 100 x 3 x 504 (クロロプレンゴム)

1 - ゴム板 100 x 3 x 100 (クロロプレンゴム)

取付金具詳細図 S=1/20

     1.10% ※※
排水勾配
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 2 - PL 200 x 6 x 1644

 2 - PL 200 x 6 x  660

排水管改造部

撤去材料

 8 - BN M12 x 55 (1-UN,1-W付)

 2 - PL 100 x 4.5 x  924

 8 - BN M10 x 30 (1-W付)

 2 - PL 120 x 6 x  210

 2 - PL 100 x 6 x  494
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495

4
8
0

82.5 82.5

660

6

6 6

500

6 494

4
.
5

1
59

6

509

10484

1
0
0

1
2
0

1
0

10

418

50 50318
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2 - PL 80 x 6 x 294

1 - PL 80 x 6 x 134

4 - BN  M12 x 30 (1-UN付)

4 - スリーブ打込み式アンカー M12 x 100

撤去材料(2ヶ所分)

2 - PL 80 x 4.5 x 551

1 - PL 80 x 6 x 184

2 - PL 80 x 6 x 120

4 - スリーブ打込み式アンカー

M12 x 100
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2 - BN  M12 x 40 (1-UN,2-W付)

2 - スリーブ打込み式アンカー  M12 x 100

1箇所あたり

S2

4

2-φ15孔(バンドPL)
2-15x20長孔(金具)

2-15x32長孔

(4箇所)
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撤去・設置工図（その４）

―

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

撤去・設置工図（その４）
コンクリートブロック 

原型復旧
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仮設防護柵詳細図

仮設防護柵Ｂ 詳細図 S=1/20仮設防護柵Ａ・Ｃ 詳細図 S=1/20

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

1/20

仮設防護柵詳細図

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

/

※仮設防護柵Ａはアンカーピンを打込むものとし、Ｃはアンカーピン無しとする。

防護柵支柱用取付金具

目隠板支柱（単管パイプ）

(φ48.6*2.4*1500)

目隠板横地（単管パイプ）
(φ48.6*2.4*4000)

目隠板直交クランプ

目隠板（ﾒｯｼｭｼｰﾄ）

1800*850

(親子クランプ)

仮設防護柵基礎

(H-300*300*10*15)

1
5
0
0

ホールインアンカー

M12×130 (3本/4m）

φ139.8×4.5

7
75

3
5
0

6
0
0

M12×130 (3本/4m）

ホールインアンカー

300 100100

防護柵支柱用取付金具

目隠板支柱（単管パイプ）

(φ48.6*2.4*1500)

目隠板横地（単管パイプ）
(φ48.6*2.4*4000)

目隠板直交クランプ

目隠板（ﾒｯｼｭｼｰﾄ）

1800*850

(親子クランプ)

仮設防護柵基礎

(H-300*300*10*15)

1
5
0
0

アンカーピン

φ139.8×4.5

7
7
5

3
50

6
0
0

アンカーピン

300 100100
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橋台改築施工順序図（その１）〔参考図〕

1/250

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

橋台改築施工順序図（その１）〔参考図〕S=1/250

STEP-1　第一非出水期
中央分離帯構造物掘削

STEP-2　第一非出水期
上り線　鋼製エレメント推進

STEP-3　第一非出水期
上り線　あと施工アンカー

至　東京 至　青森
A1 A2 追越車線

車線規制
路肩 追越車線

車線規制
路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

路肩 路肩第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

掘削

ライナープレート

セグメントビーム

掘削

ライナープレート

セグメントビーム

掘削

ライナープレート

セグメントビーム

0.4m3テレスコピック式BH 0.4m
3
テレスコピック式BH

0.08m
3
BH 0.08m3BH 0.08m3BH

均しコンクリート
均しコンクリート

均しコンクリート

縦 断 図 横 断 図

定規断面

至　東京 至　青森
A1 A2 追越車線

車線規制
路肩 第二走行車線

通行可能
追越車線
車線規制

路肩 第一走行車線
通行可能

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩

鋼製エレメント

（JES工法）
鋼製エレメント

（JES工法）

鋼製エレメント

（JES工法） 推進架台 刃口

縦 断 図 横 断 図

定規断面

至　東京 至　青森
A1 A2 追越車線

車線規制
路肩 第二走行車線

通行可能
追越車線
車線規制

路肩 第一走行車線
通行可能

路肩

送気
排気

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩

送風機

L-150×150×12

アンカー工(φ29)

L-150×150×12

アンカー工(φ29) L-150×150×12

アンカー工(φ29)

縦 断 図 横 断 図

定規断面
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橋台改築施工順序図（その２）〔参考図〕

1/250

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

橋台改築施工順序図（その２）〔参考図〕S=1/250

STEP-4　第一非出水期
上り線　コンクリート充填工

STEP-5　第一非出水期
中央分離帯埋戻し

STEP-6　第二非出水期
中央分離帯構造物掘削

至　東京 至　青森
A1 A2 追越車線

車線規制
路肩 第二走行車線

通行可能
追越車線
車線規制

路肩 第一走行車線
通行可能

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩

コンクリート充填
コンクリート充填

コンクリート充填

縦 断 図 横 断 図

定規断面

至　東京 至　青森
A1 A2

至　東京 至　青森
A1 A2 第二走行車線

通行可能
追越車線
車線規制

路肩 第二走行車線
通行可能

追越車線
車線規制

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第一走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩 路肩

立坑埋戻 立坑埋戻

立坑埋戻

縦 断 図 横 断 図

定規断面

至　東京 至　青森
A1 A2

至　東京 至　青森
A1 A2 第二走行車線

通行可能
追越車線
車線規制

路肩 追越車線
車線規制

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第一走行車線
通行可能

路肩 第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩

0.4m3テレスコピック式BH

立坑掘削 立坑掘削
立坑掘削

縦 断 図 横 断 図

定規断面
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橋台改築施工順序図（その３）〔参考図〕

1/250

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

橋台改築施工順序図（その３）〔参考図〕S=1/250

STEP-7　第二非出水期
下り線　鋼製エレメント推進

STEP-8　第二非出水期
下り線　あと施工アンカー工

STEP-9　第二非出水期
下り線　コンクリート充填工

追越車線
車線規制

路肩第二走行車線
通行可能

追越車線
車線規制

路肩第一走行車線
通行可能

路肩
至　東京 至　青森

A1 A2

送気
排気

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩

L-150×150×12

アンカー工 (φ29)

L-150×150×12

アンカー工(φ29)

送風機

L-150×150×12

アンカー工 (φ29)

縦 断 図 横 断 図

定規断面

追越車線
車線規制

路肩第二走行車線
通行可能

追越車線
車線規制

路肩第一走行車線
通行可能

路肩
至　東京 至　青森

A1 A2
10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩

鋼製エレメント

（JES工法）

鋼製エレメント

（JES工法） 鋼製エレメント

（JES工法）
推進架台刃口

縦 断 図 横 断 図

定規断面

追越車線
車線規制

路肩第二走行車線
通行可能

追越車線
車線規制

路肩第一走行車線
通行可能

路肩
至　東京 至　青森

A1 A2
10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩

コンクリート充填コンクリート充填 コンクリート充填

縦 断 図 横 断 図

定規断面
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橋台改築施工順序図（その４）〔参考図〕

1/250

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

橋台改築施工順序図（その４）〔参考図〕S=1/250

STEP-10　第二非出水期
中央分離帯埋戻し

STEP-11　
伸縮装置基礎工Ａ設置

STEP-12　
二次特殊覆工板支持梁設置

ブラケット設置
一次特殊覆工板設置

二次特殊覆工桁設置

至　東京 至　青森
A1 A2

至　東京 至　青森
A1 A2 第二走行車線

通行可能
追越車線
車線規制

路肩 第二走行車線
通行可能

追越車線
車線規制

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第一走行車線
通行可能

路肩 第一走行車線
通行可能

路肩

0.4m3テレスコピック式BH

立坑埋戻
立坑埋戻

0.4m
3
テレスコピック式BH

立坑埋戻

縦 断 図 横 断 図

定規断面

至　東京 至　青森
A1 A2 追越車線

通行可能
路肩 第二走行車線

車線規制
追越車線
通行可能

路肩 第一走行車線
車線規制

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

路肩 第二走行車線
車線規制

第一走行車線
車線規制

一次特殊覆工板

掘削

一次特殊覆工板

掘削

一次特殊覆工板 一次特殊覆工板

縦 断 図 横 断 図

A2 A1

定規断面

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

至　東京 至　青森
A1 A2 路肩 路肩 路肩路肩 追越車線

通行可能
第二走行車線
通行可能

追越車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

二次特殊覆工桁

高さ調整PL

二次特殊覆工桁

高さ調整PL

二次特殊覆工桁

高さ調整PL

縦 断 図 横 断 図

二次特殊覆工板支持梁 二次特殊覆工板支持梁

二次特殊覆工板支持梁

定規断面
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10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

至　東京 至　青森
A1 A2 路肩 路肩 路肩路肩 第二走行車線

車線規制
第一走行車線

車線規制
第二走行車線

車線規制
第一走行車線
車線規制

追越車線
通行可能

追越車線
通行可能

A2A1

二次特殊覆工板用

仮設伸縮装置設置

二次特殊覆工板用

仮設伸縮装置設置

二次特殊覆工板用

仮設伸縮装置設置

二次特殊覆工板用

仮設伸縮装置設置

掘削 掘削

縦 断 図 横 断 図

定規断面

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

至　東京 至　青森
A1 A2 追越車線

通行可能
路肩第二走行車線

車線規制
追越車線
通行可能

路肩第一走行車線
車線規制

路肩

一次特殊覆工板撤去

パラペット上部撤去

既設伸縮装置撤去

一次特殊覆工板撤去

パラペット上部撤去

既設伸縮装置撤去

路肩

一次特殊覆工板撤去一次特殊覆工板撤去

第二走行車線
車線規制

第一走行車線
車線規制

二次特殊覆工板支持梁 二次特殊覆工板支持梁
二次特殊覆工板支持梁二次特殊覆工板支持梁

A2A1

縦 断 図 横 断 図

定規断面

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

至　東京 至　青森
A1 A2 追越車線

通行可能
路肩 第二走行車線

車線規制
追越車線
通行可能

路肩 第一走行車線
車線規制

路肩 路肩第二走行車線
車線規制

第一走行車線
車線規制

伸縮装置基礎Ｂ設置 伸縮装置基礎Ｂ設置

伸縮装置基礎Ｂ設置伸縮装置基礎Ｂ設置

A2A1

縦 断 図 横 断 図

定規断面

橋台改築施工順序図（その５）〔参考図〕

1/250

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

橋台改築施工順序図（その５）〔参考図〕S=1/250

STEP-13　
二次特殊覆工板用仮設伸縮装置設置

STEP-14　
既設伸縮装置撤去

STEP-15　
伸縮装置基礎Ｂ設置

二次特殊覆工板設置
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追越車線
通行可能

路肩第二走行車線
通行可能

追越車線
通行可能

路肩第一走行車線
車線規制

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

路肩第二走行車線
通行可能

第一走行車線
車線規制

至　東京 至　青森
A1 A2

パラペット撤去

パラペット撤去

パラペット撤去

パラペット撤去

A2A1

縦 断 図 横 断 図

定規断面

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

至　東京 至　青森
A1 A2

至　東京 至　青森
A1 A2 第二走行車線

通行可能
追越車線
車線規制

路肩 第二走行車線
通行可能

追越車線
車線規制

路肩第一走行車線
通行可能

路肩 第一走行車線
通行可能

路肩

新設ＲＣパラペット

アンカー工(φ35)

新設ＲＣパラペット

アンカー工(φ35)

縦 断 図 横 断 図

定規断面

追越車線
通行可能

路肩第二走行車線
通行可能

追越車線
通行可能

路肩第一走行車線
通行可能

路肩

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

第二走行車線
通行可能

第一走行車線
通行可能

路肩
至　東京 至　青森

A1 A2

桁端部縦桁延長

伸縮装置支持梁

桁端部縦桁延長

伸縮装置支持梁設置 伸縮装置支持梁設置

桁端部縦桁延長

縦 断 図 横 断 図

定規断面

橋台改築施工順序図（その６）〔参考図〕

1/250

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

橋台改築施工順序図（その６）〔参考図〕S=1/250

STEP-16
既設パラペット撤去

STEP-17　第三非出水期
新設ＲＣパラペット構築

STEP-18　第三非出水期
桁端部縦桁延長
伸縮装置支持梁設置

ライナー撤去、裏込め
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追越車線
通行可能

路肩追越車線
通行可能

路肩路肩 第二走行車線
車線規制

第一走行車線
車線規制

10503500 350035001050

中分施工時中分内空幅

7400 3500 75035003500750

下り線 上り線

路肩
至　東京 至　青森

A1 A2 第二走行車線
車線規制

第一走行車線
車線規制

二次特殊覆工板撤去二次特殊覆工板撤去

伸縮装置設置 伸縮装置設置

A2A1

縦 断 図 横 断 図

定規断面

追越車線 路肩 追越車線路肩 路肩第一走行車線

上り線

路肩
至　東京 至　青森

A1 A2 第一走行車線 第二走行車線第二走行車線

A2 A1

3500 750 300037503500880

下り線 上り線

3500750 3750 3500 8802570 2570

仮設防護柵

仮設防護柵

縦 断 図 横 断 図

定規断面

至　東京 至　青森
A1 A2

二次特殊覆工板撤去二次特殊覆工板撤去

伸縮装置設置伸縮装置設置

A2A1

追越車線
通行可能

路肩 追越車線
通行可能

路肩 路肩第一走行車線
車線規制

路肩 第一走行車線
車線規制

第二走行車線
車線規制

第二走行車線
車線規制

3500 750 300037503500880

下り線 上り線

3500750 3750 3500 8802570 2570

仮設防護柵

仮設防護柵

縦 断 図 横 断 図

定規断面

橋台改築施工順序図（その７）〔参考図〕

1/250

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

橋台改築施工順序図（その７）〔参考図〕S=1/250

STEP-19　第三非出水期
二次特殊覆工板撤去・伸縮装置設置・壁高欄復旧

STEP-20　第三非出水期
シフト復旧

STEP-21　第三非出水期
二次特殊覆工板撤去・伸縮装置設置・壁高欄復旧

中央分離帯施工ヤード復旧

路肩仮設Ｇｒ設置
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ＪＥＳ工法架台配置図〔参考図〕

1/50

事務所名

縮　　尺

図面の種類

図面番号

設計会社名

施工会社名

利 根 川 橋 耐 震 対 策 工 事

東 北 自 動 車 道

関 東 支 社 加 須 管 理 事 務 所

東 日 本 高 速 道 路 株 式 会 社

/

ＪＥＳ工法架台配置図〔参考図〕 S=1/50

A-A断面図
B-B断面図

平 面 図

7145

5000

2
5
0
4
5
3
4
0
0

3
0
0

3
0
0

4
3
5 2
0
03
0
0
3
0
0
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